
「
ロ
ー
マ
法
と
法
学
教
育
」（
菊
池
）

一
七
五

「
ロ
ー
マ
法
と
法
学
教
育
」

ヘ
ン
リ
ー
・
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
サ
ム
ナ
ー
・
メ
イ
ン

菊　

池　

肇　

哉　
　

訳

訳
者
解
題

当
論
考“R

om
an L

aw
 and L

egal E
ducation ”

「
ロ
ー
マ
法
と
法
学
教
育
」
は
一
八
五
六
年
に
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
関
係
者
の
多
彩

な
分
野
の
論
文
を
集
め
公
刊
さ
れ
たC

am
brid

ge E
ssays

『
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
論
集
』、 （L

ondon, 1856

）
の
劈
頭
（pp. 1-29

）
を
飾
っ
た

も
の
で
あ
り
、
サ
ー
・
ヘ
ン
リ
ー
・
メ
イ
ンH

enry Jam
es S
um
ner M

aine 

（15 A
ugust 1822 - 3 F

ebruary 1888

）
の
著
作
と
し
て
の

処
女
作
『
古
代
法
』（
一
八
六
一
）
に
五
年
遡
る
も
の
で
あ
る
。
初
出
は
上
記
論
集
で
あ
る
が
、 H

enry M
aine, V

illage-com
m

u
n

ities 

in
 th

e E
ast an

d
 W

est. S
ix lectu

res d
elivered

 at O
xford 

『
東
西
村
落
共
同
体
論
』、 （John M

urray: L
ondon, 1st ed, 1871

）
が
、

翻　

訳

（
一
〇
一
三
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
四
号
（
二
〇
一
九
年
三
月
）

一
七
六

百
頁
以
上
、
大
幅
増
補
さ
れ
た
第
三
版
（
一
八
七
六
）
以
降
、
本
文
末
尾
と
補
遺
（A
ppendix

も
第
三
版
よ
り
増
え
複
数A

ppendices

に
な
る
）

の
間
の
「
論
文
・
公
演
集
」
に
あ
た
る
最
後
尾
に
、
メ
イ
ン
生
存
当
時
の
英
国
の
標
準
版
で
あ
るJohn M

urray

版
で
は
配
置
さ
れ
る

こ
と
と
な
る
。
通
常
は
よ
り
入
手
し
や
す
い
こ
の
『
東
西
村
落
共
同
体
論
』
よ
り
の
引
用
が
多
い
。

訳
出
に
当
た
り
、
一
八
五
六
年
当
時
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
、
再
録
初
版
で
あ
る
『
東
西
村
落
共
同
体
論
』
第
三
版
（3rd ed, pp. 330-383

）

を
参
照
し
た
。
活
字
割
り
が
変
え
ら
れ
『
東
西
村
落
共
同
体
論
』
第
三
版
で
は
頁
数
が
多
く
な
っ
て
い
る
他
、
基
本
同
一
で
あ
る
。

先
に
「
論
文
・
公
演
集
」（
便
宜
に
よ
る
「
仮
称
」
で
索
引Index

で
は
、
列
挙
さ
れ
る
の
み
で
、「
項
目
」
と
し
て
明
示
さ
れ
て
い
な
い
）
と
述

べ
た
が
、
メ
イ
ン
の
イ
ン
ド
渡
航
直
前
の
第
一
作
『
古
代
法
』（
一
八
六
二
）
は
代
表
作
と
し
て
好
評
を
博
し
当
時
着
々
と
版
を
重
ね
て
お

り
、
イ
ン
ド
帰
国
後
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
よ
り
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
に
移
籍
し
、
同
大
で
の
講
義
録
の
体
裁
で
イ
ン
ド
で
の
経
験
を
踏
ま
え
て

出
版
し
た
第
二
作
が
『
東
西
村
落
共
同
体
論
』（
一
八
七
一
）
で
あ
る
。
処
女
作
は
余
録
抜
き
で
売
れ
る
の
で
、
イ
ン
ド
論
を
軸
と
し
た
東

洋
・
西
洋
の
比
較
原
始
共
同
体
論
と
い
う
専
門
的
す
ぎ
る
第
二
作
の
テ
コ
入
れ
と
し
て
、
初
版
よ
り
五
年
後
の
第
三
版
（
第
二
版
は
翌
年
）

よ
り
、
過
去
に
公
開
さ
れ
た
自
己
の
論
文
や
講
演
集
を
「
雑
録
集
」
の
よ
う
な
形
で
本
文
と
付
録
と
の
間
に
挿
入
し
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
「
論
文
・
公
演
集
」
の
序
列
は
、
お
そ
ら
く
メ
イ
ン
本
人
の
意
向
に
よ
る
も
の
で
、
そ
の
内
容
の
分
析
に
よ
り
「
末
尾
」
に
置
か

れ
た
当
論
考
の
特
殊
な
位
置
付
け
が
見
え
て
く
る
。（
1
）
最
初
に
置
か
れ
る
の
は
一
八
七
一
年
の
リ
ー
ド
講
義R

ede L
ecture

で
あ
る

“T
he E

ff ects of O
bservation in India to M

odern E
uropean T

hought ”
「
イ
ン
ド
儀
戒
・
慣
習
律
の
現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
思
想
へ
の

（
一
〇
一
四
）



「
ロ
ー
マ
法
と
法
学
教
育
」（
菊
池
）

一
七
七

影
響
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
九
六
九
年
に
帰
国
し
た
メ
イ
ン
の
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
で
の
お
披
露
目
公
演
で
あ
り
、
同
年
に
出
版
さ
れ

た
『
東
西
村
落
共
同
体
論
』
と
一
体
性
が
高
く
、
両
者
と
も
帰
国
二
年
間
を
経
、
満
を
持
し
て
の
メ
イ
ン
の
学
者
と
し
て
の
再
デ
ビ
ュ
ー

作
で
あ
る
。（
2
）
次
に
続
く
の
が
、
イ
ン
ド
滞
在
中
、
メ
イ
ン
が
副
学
長
を
勤
め
た
カ
ル
カ
ッ
タ
大
学
で
評
議
会T

he S
anate

に
対
し

て
行
わ
れ
た
記
念
公
演
で
あ
り“ A

dress to U
niversity of C

alcutta I-III ”

「
カ
ル
カ
ッ
タ
大
学
記
念
公
演
Ｉ
│

Ⅲ
」
と
し
て
、
各
、

一
八
六
四
年
、
一
八
六
五
年
、
一
八
六
六
年
の
三
月
に
対
応
す
る
。（
3
）
三
つ
目
は
、
体
裁
上
、“T

he T
heory of E

vidence ”

「
証
拠

法
の
理
論
」
と
改
題
さ
れ
て
い
る
が
、
原
題
は
、“M

r.F
itzjam

es S
tephen ’s Instoduction to the Indian E

vidence A
ct ”

「
フ
ィ
ッ

ツ
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
氏
の
イ
ン
ド
証
拠
法
序
説
」
で
メ
イ
ン
の
友
人
で
六
歳
年
下
の
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
ト
リ
ニ
テ
ィ
・

ホ
ー
ル
の
後
輩
で
も
あ
り
、「
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
使
徒
会
」
の
後
輩
で
も
あ
り
、
イ
ン
ド
統
治
の
後
継
者
で
あ
っ
た
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
フ
ィ
ッ

ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ンJam

es F
itzjam

es S
tephen 

（3 M
arch 1829 ‒ 11 M

arch 1894

）
の
「
イ
ン
ド
証
拠
法
一
八
七
二
」
に

「
序
説Introduction

」
と
し
て
付
さ
れ
た
一
三
〇
頁
ほ
ど
の
「
証
拠
法
論
」
へ
の
翌
一
八
七
三
年T

he F
ortnightly R

eview
 

一
九
巻

に
掲
載
さ
れ
た
書
評
で
あ
る
。
批
評
論
文
な
が
ら
、
一
足
先
に
本
国
に
帰
任
し
た
先
輩
か
ら
の
エ
ー
ル
で
も
あ
る
。（
4
）
そ
し
て
、
四

つ
目
、
最
後
尾
に
置
か
れ
て
い
る
が
、
当
メ
イ
ン
の
最
初
期
の
ロ
ー
マ
法
論
文
、「
ロ
ー
マ
法
と
法
学
教
育
」
で
あ
る
。
単
純
な
時
系
列

に
よ
ら
ず
『
東
西
村
落
共
同
体
』
本
文
と
の
関
係
性
の
強
さ
で
順
序
付
け
ら
れ
て
い
る
事
が
分
か
る
。

そ
の
中
で
、
当
論
文
は
唯
一
、
飛
び
地
の
ご
と
く
（
1
）
イ
ン
ド
に
関
係
が
な
く
、（
2
）
処
女
作
『
古
代
法
』
以
前
に
書
か
れ
て
い
る
。

逆
説
す
る
と
、
ほ
と
ん
ど
お
蔵
入
り
に
し
た
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
欽
定
ロ
ー
マ
法
教
授
時
代
の
講
義
ノ
ー
ト
等
、
最
初
期
の
ロ
ー
マ
法
関

係
の
叙
述
の
中
で
、
メ
イ
ン
は
、
当
論
文
だ
け
は
再
出
版
に
堪
え
う
る
も
の
と
し
て
一
八
七
六
年
、
五
四
歳
の
成
熟
期
で
さ
え
、
愛
着
を

（
一
〇
一
五
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
四
号
（
二
〇
一
九
年
三
月
）

一
七
八

保
ち
続
け
た
と
も
言
え
よ
う
。

当
論
考
の
主
な
重
要
性
は
二
点
あ
る
。（
1
）
手
稿
以
外
に
入
手
で
き
る
メ
イ
ン
の
学
術
的
「
印
刷
作
品
」
と
し
て
は
、
最
初
の
も
の

で
あ
る
事
。（
2
）
メ
イ
ン
の
作
品
の
中
で
唯
一
ロ
ー
マ
法
を
正
面
か
ら
扱
っ
て
い
る
物
で
あ
る
事
、
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
メ
イ
ン
は
『
古
代
法
』
以
降
、
ロ
ー
マ
法
を
比
較
歴
史
法
の
「
傍
証
」
と
す
る
が
正
面
か
ら
扱
う
こ
と
は
な
く
な
っ
た
た
め

で
あ
る
。
当
論
文
を
書
い
た
一
八
五
六
年
に
は
、
メ
イ
ン
は
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
「
ロ
ー
マ
法
欽
定
教
授R

egius P
rofessor of C

ivil 

L
aw

」（
一
八
四
七
│

五
四
）
を
勤
め
る
傍
ら
、
五
二
年
よ
り
法
曹
学
院Inns of C

ourt

の
講
師reader

を
ロ
ン
ド
ン
で
勤
め
て
お
り
、

六
一
年
に
『
古
代
法
』
を
発
表
し
た
後
、
六
二
年
に
イ
ン
ド
に
渡
航
す
る
前
の
期
間
で
あ
っ
た
。
彼
は
当
論
文
を
「L

ate Q
ueen ’s 

P
rofessor of C

ivil L
aw

前
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
ロ
ー
マ
法
欽
定
教
授
」
の
肩
書
で
、
つ
ま
り
、
ロ
ー
マ
法
学
者
と
し
て
書
い
て
い
る
。

一
般
に
メ
イ
ン
『
古
代
法
』（
一
八
六
一
）
は
こ
の
間
（
一
八
五
二
│

六
一
）
の
法
曹
学
院
で
の
彼
の
講
義
に
主
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
さ

れ
る
。
ゆ
え
に
、
メ
イ
ン
の
最
初
の
二
五
歳
か
ら
三
二
歳
ま
で
の
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
ロ
ー
マ
法
欽
定
教
授
（
一
八
四
七
│

五
二
年
）
の

講
義
ノ
ー
ト
手
稿
が
出
て
こ
な
い
限
り
最
古
の
も
の
と
な
る
。
し
か
る
に
、
レ
イ
モ
ン
ド
・
コ
ッ
ク
スR

aym
ond C

ocks, S
ir H

en
ry 

M
ain

e: A
 S

tu
d

y in
 V

ictorian
 Ju

rispru
d

en
ce, 

（C
U
P
, 1988

）
の
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
で
の
ロ
ー
マ
法
教
授
活
動
の
叙
述
を
見
る
限

り
、
史
料
と
し
て
大
学
の
メ
イ
ン
の
講
義
の
講
義
要
項prospectus
を
参
照
し
て
お
り
、
か
か
る
手
稿
の
存
在
は
現
在
ま
で
確
認
さ
れ

て
い
な
い
。

（
一
〇
一
六
）



「
ロ
ー
マ
法
と
法
学
教
育
」（
菊
池
）

一
七
九

現
代
研
究
者
に
比
し
、
メ
イ
ン
は
自
己
の
学
術
的
印
刷
作
品
発
表
に
、
極
め
て
、
慎
重
な
立
場
を
と
っ
て
い
た
。
こ
の
事
は
、
先
述
し

た
イ
ン
ド
帰
国
後
、
二
年
を
経
て
そ
の
業
績
を
よ
う
や
く
印
刷
に
付
し
た
事
よ
り
も
見
て
取
れ
る
。
こ
の
一
区
切
り
の
仕
事
が
終
わ
っ
て

か
ら
二
年
間
の
推
敲
・
熟
慮
を
経
て
上
梓
と
い
う
の
は
、
メ
イ
ン
の
若
い
時
期
（
晩
年
の
『
国
際
法
論
』
は
一
年
だ
け
フ
ィ
ー
ウ
ェ
ル
国
際
法

教
授
位
を
勤
め
翌
年
に
出
版
）
の
自
己
ル
ー
ル
で
あ
る
の
で
は
無
い
か
と
い
う
の
が
筆
者
の
観
察
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
最
初
の
ケ
ン
ブ
リ
ッ

ジ
大
学
「
ロ
ー
マ
法
欽
定
教
授R

egius P
rofessor of C

ivil L
aw

」（
一
八
四
七
│

五
四
）
の
雇
用
期
間
を
終
え
、
二
年
後
一
八
五
六
年

に
処
女
論
文“R

om
an L

aw
 and L

egal E
ducation ”

「
ロ
ー
マ
法
と
法
学
教
育
」
を
、
よ
う
や
く
三
四
歳
の
折
に
出
版
し
た
の
は
、
恐

ら
く
、
熟
慮
の
上
、
極
限
ま
で
引
き
絞
り
弓
手
を
離
れ
た
一
矢
の
如
き
企
図
で
あ
る
。
メ
イ
ン
の
生
涯
・
作
品
を
見
渡
し
た
上
で
、
そ
う

考
慮
し
て
み
る
と
、
当
論
文
が
扱
う
題
材
が
極
め
て
広
範
で
、
メ
イ
ン
の
ロ
ー
マ
法
に
対
す
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
各
問
題
意
識
を
絞
り
出
し
、

全
て
煮
詰
め
た
如
き
「
雑
多
な
」
様
相
を
呈
し
て
い
る
の
も
不
思
議
で
は
な
い
。

上
記
に
加
え
、
副
次
的
重
要
性
と
し
て
、（
3
）
本
邦
に
お
い
て
は
、
恐
ら
く
は
、
ロ
ー
マ
法
の
論
文
と
い
う
の
で
技
術
性
が
高
く
メ

イ
ン
研
究
者
や
英
米
法
研
究
者
か
ら
は
あ
ま
り
研
究
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
事
。
例
外
と
し
て
内
田
力
蔵
氏
が
「
メ
イ
ン
と
イ
ギ
リ
ス
法
の

法
典
化
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
合
わ
せ
当
論
文
を
詳
細
に
扱
わ
れ
て
い
る
。（
※
『
内
田
力
蔵
著
作
集
2
：
法
改
革
論
』（
信
山
社
、
二
〇
〇
五
）、 

pp. 167-90

に
再
録
）（
4
）
欧
文
文
献
に
於
い
て
も
、
様
々
な
重
要
な
点
で
論
及
さ
れ
る
が
、
あ
ま
り
、
そ
れ
の
み
に
集
中
し
て
本
格
的
に

論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
事
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

筆
者
の
問
題
関
心
と
し
て
、
メ
イ
ン
と
彼
の
業
績
は
ロ
ー
マ
法
学
者
と
し
て
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
、
位
置
づ
け
ら
れ
得
る
か
？
と
い

（
一
〇
一
七
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
四
号
（
二
〇
一
九
年
三
月
）

一
八
〇

う
事
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
し
ば
し
ば
語
ら
れ
る
ド
イ
ツ
歴
史
法
学
派
と
メ
イ
ン
歴
史
法
学
の
関
係
性
や
、P

eter S
tein, L

egal 

E
volu

tion, 

（C
U
P
, 1980

）
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
ど
う
評
価
し
「
進
化
論
を
い
か
に
法
学
と
関
係
さ
せ
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
か
？
」
な

ど
を
含
め
、
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
。

以
上
を
解
題
に
代
え
、
詳
細
と
内
容
に
つ
い
て
は
、
独
立
し
た
各
論
考
を
も
っ
て
論
じ
た
い
。

ヘ
ン
リ
ー
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
サ
ム
ナ
ー
・
メ
イ
ン

「
ロ
ー
マ
法
と
法
学
教
育
」

近
年
、
ロ
ー
マ
市
民
法
へ
の
関
心
が
再
燃
し
て
き
て
い
る
そ
の
理
由
を
突
き
詰
め
て
問
う
こ
と
が
無
駄
で
な
け
れ
ば
、
ロ
ー
マ
法
が
ま

す
ま
す
人
気
を
あ
つ
め
て
い
る
の
は
、
結
局
の
所
、
知
識
の
道
具
と
し
て
ロ
ー
マ
法
の
重
要
性
が
広
範
に
認
識
さ
れ
て
い
る
事
よ
り
も
、

む
し
ろ
、
英
国
の
実
務
家
が
そ
の
法
実
務
に
お
い
て
ロ
ー
マ
法
の
価
値
を
た
ま
さ
か
垣
間
見
る
事
に
、
帰
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
扱
わ
ね

ば
な
ら
ぬ
法
学
問
題
が
よ
り
高
度
に
な
る
に
つ
れ
、
英
国
法
律
家
の
ロ
ー
マ
法
か
ら
の
借
用
は
よ
り
顕
著
と
な
る
の
が
常
な
の
は
必
定
で

あ
る
。
し
か
し
、
一
方
で
、
問
題
に
対
し
適
用
さ
れ
る
思
索
が
高
度
と
な
る
ほ
ど
、
そ
の
複
雑
性
を
解
決
し
た
ロ
ー
マ
法
体
系
に
対
す
る
、

か
か
る
人
物
に
よ
る
賞
賛
が
空
疎
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
、
ま
た
、
不
可
避
で
あ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
ロ
ー
マ
法
学
研
究
が
擁
護
さ
る

べ
き
理
由
は
、
き
わ
め
て
明
敏
な
知
性
の
持
ち
主
の
み
に
理
解
可
能
な
も
の
で
も
な
け
れ
ば
、
深
遠
な
法
学
上
の
論
点
が
生
じ
て
は
じ
め

て
明
ら
か
に
な
る
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。
そ
の
よ
う
な
理
由
の
多
く
の
健
全
性
は
、
述
べ
ら
れ
さ
え
す
れ
ば
、
途
端
に
氷
解
す
る
も
の

（
一
〇
一
八
）
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で
あ
る
こ
と
は
お
分
か
り
頂
け
よ
う
し
、
当
論
文
で
は
、
そ
の
よ
う
な
点
に
つ
き
読
者
の
御
注
意
を
喚
起
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

ロ
ー
マ
法
学
と
わ
れ
わ
れ
自
身
の
法
学
と
の
歴
史
的
関
連
は
、
ロ
ー
マ
市
民
法
に
対
す
る
増
大
す
る
関
心
に
、
き
わ
め
て
強
力
な
一
理

由
を
提
供
し
て
い
る
も
の
と
今
や
見
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
む
ろ
ん
、﹇
ロ
ー
マ
法
と
英
国
法
の
歴
史
的
関
連
と
い
う
﹈
そ

の
事
実
自
体
は
、
今
日
で
は
、
疑
問
視
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
英
国
コ
モ
ン
・
ロ
ー
は
そ
の
全
部
分
、
土
着
の
も
の
で
あ
る
と
い

う
俗
信
は
、『
ブ
ラ
ク
ト
ン
』
や
『
フ
リ
ー
タ
』
と
、『
ロ
ー
マ
法
大
全
』
と
を
ざ
っ
と
比
べ
る
だ
け
で
、
ど
ん
な
場
合
で
も
、
ら
く
ら
く

と
論
破
し
う
る
だ
ろ
う
し
、
土
着
説
支
持
の
歴
史
家
の
誠
実
さ
な
ど
、
彼
ら
の
先
入
観
が
過
ぎ
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
と
言
い
張
る
ぐ
ら
い

の
事
で
し
か
擁
護
し
え
ぬ
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
ユ
帝
前
の
抄
典
の
断
片
の
大
編
纂
物
（
ⅰ
）

や
ガ
イ
ウ
ス
『
法
学
提
要
』
手
稿
の
発
見
（
ⅱ
）

に
よ
り
、

今
で
は
、
英
国
へ
の
ロ
ー
マ
法
が
浸
透
時
に
あ
り
え
た
、
唯
一
の
形
態
に
対
す
る
わ
れ
わ
れ
の
理
解
は
深
ま
っ
て
お
り
、
早
期
に
お
け
る

ロ
ー
マ
法
の
部
分
的
浸
透
の
容
疑
は
ほ
ぼ
確
実
と
な
っ
て
い
る
。
必
然
的
に
、
か
か
る
ロ
ー
マ
法
の
早
期
の
浸
透
は
法
的
古
事
学
者
に

と
っ
て
は
き
わ
め
て
高
い
関
心
事
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
英
国
の
法
律
家
が
そ
れ
以
前
に
有
し
て
い
た
、
よ
り
荒
削
り
な
諸
概
念
に
対
す
る

影
響
と
い
っ
た
観
点
か
ら
も
価
値
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
方
で
、
あ
ま
り
に
も
過
度
の
重
要
性
を
そ
の
事
実
に
与
え
る
べ
き
で

は
な
い
。
英
国
に
お
い
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
知
的
輸
入
観
念
は
、
我
ら
が
受
容
す
る
や
い
な
や
、
我
ら
独
自
の
国
民
的
慣
習
及
び
精
神
性
の

特
殊
性
に
彩
ら
れ
る
の
が
永
ら
く
の
お
き
ま
り
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
古
来
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
法
律
家
に
よ
り
解
釈
さ
れ
た
外
国
法
学
は
、

ほ
ど
な
く
外
国
の
も
の
で
は
な
く
な
り
、
ロ
ー
マ
法
は
、
他
の
い
か
な
る
制
度
よ
り
も
す
み
や
か
に
、
特
有
の
そ
の
性
質
を
う
し
な
っ
て

し
ま
う
。
ロ
ー
マ
法
の
よ
う
な
、
な
か
ん
ず
く
他
制
度
に
傑
出
し
、
均
整
の
と
れ
た
根
本
的
原
理
と
緊
密
に
対
応
す
る
法
体
系
は
、
そ
の

各
部
分
を
少
し
改
変
し
た
り
、
一
、
二
の
支
配
原
理
を
放
逐
す
る
だ
け
で
、
効
果
的
に
、
全
く
別
の
も
の
へ
と
変
容
さ
れ
て
し
ま
う
で
あ

（
一
〇
一
九
）
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ろ
う
事
、
た
や
す
く
理
解
出
来
よ
う
。
ゆ
え
に
、
ロ
ー
マ
法
の
各
テ
キ
ス
ト
が
、
我
ら
が
コ
モ
ン
・
ロ
ー
法
学
の
基
盤
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ

る
点
に
お
い
て
作
用
し
て
い
る
の
は
、
事
実
、
そ
れ
も
確
実
な
事
実
で
あ
る
の
で
あ
る
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
事
か
ら
、
即
、
英

国
法
に
関
す
る
我
ら
の
知
識
が
『
ロ
ー
マ
法
大
全
』
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
実
質
的
に
向
上
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
く
わ
え
て
、

ロ
ー
マ
法
と
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
両
制
度
間
の
歴
史
的
相
関
性
を
過
度
に
強
調
す
る
こ
と
は
、
と
も
す
れ
ば
、
法
の
哲
学
の
探
求
者
が
陥
る

中
で
最
も
深
刻
な
あ
や
ま
ち
を
犯
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
両
者
を
兼
学
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
は
、
わ
れ
わ
れ
自
身
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
法
学

と
ロ
ー
マ
法
学
が
「
過
去
の
あ
る
時
点
で
」
類
似
「
し
て
い
た
」
か
ら
で
は
な
く
、
両
者
は
「
未
来
に
お
い
て
」
類
似
「
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
」
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
い
か
に
、
そ
の
揺
籃
期
に
お
い
て
、
似
て
も
似
つ
か
ぬ
も
の
で
あ
ろ
う
と
も
、
あ
ら
ゆ
る
法
は
、
そ

の
成
熟
期
に
お
い
て
、
互
い
に
類
似
し
て
く
る
傾
向
が
あ
る
。
ゆ
え
に
、
英
国
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
ゆ
っ
く
り
と
、
そ
れ
も
恐
ら

く
は
、
無
意
識
か
つ
否
応
な
く
、
だ
が
、
し
っ
か
り
確
実
に
、
ロ
ー
マ
の
法
学
者
た
ち
が
何
世
紀
も
の
経
験
と
う
む
こ
と
な
き
研
鑽
を
通

じ
て
到
達
し
た
の
と
ま
さ
に
同
じ
法
的
思
考
様
式
お
よ
び
法
原
理
の
思
想
に
、
自
ら
を
な
じ
ま
せ
て
き
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
わ
れ
わ
れ
の
法
が
ま
さ
に
目
の
前
で
体
験
し
て
い
る
浮
沈
や
変
化
が
、『
ロ
ー
マ
法
大
全
』
に
含
ま
れ
て
い
る
も
の
ほ
ど

成
熟
し
高
度
に
洗
練
さ
れ
た
一
団
の
準
則
の
体
系
を
学
習
す
る
最
も
強
力
な
理
由
を
与
え
る
の
は
な
ぜ
か
と
い
う
理
由
を
詳
述
し
よ
う
と

す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
ロ
ー
マ
法
と
法
科
学science of jurisprudence

と
の
関
係
の
解
決
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
研
究
の

長
大
さ
、
困
難
さ
を
鑑
み
れ
ば
、
今
回
の
よ
う
な
一
論
文
の
紙
幅
で
な
さ
ん
と
す
る
こ
と
は
明
ら
か
に
馬
鹿
げ
て
い
よ
う
。
し
か
し
、
ま

た
違
っ
た
一
連
の
考
察
で
、
独
自
の
や
り
か
た
で
、
法
的
も
し
く
は
一
般
的
教
育
を
修
め
た
人
物
全
て
に
こ
れ
以
上
な
い
ほ
ど
強
く
印
象

付
け
る
こ
と
に
、
同
様
に
力
あ
る
も
の
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
考
察
が
証
明
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
ロ
ー
マ
法
の
無
知
ゆ
え
わ
れ
わ
れ
の

（
一
〇
二
〇
）
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断
罪
さ
れ
る
無
知
の
法
外
な
広
域
性
で
あ
る
。
英
国
の
最
高
の
教
育
を
受
け
た
人
物
で
さ
え
、
人
類
の
学
識
の
一
般
的
な
総
体
の
中
で
、

ロ
ー
マ
法
と
い
う
要
素
が
い
か
に
大
き
な
重
要
性
を
占
め
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
英
国
に
限
ら
れ
ず
人
類
の
思
想
の
あ
ら
ゆ
る
生
産
物
中

に
ロ
ー
マ
法
が
い
か
に
ひ
ろ
く
侵
入
、
浸
透
、
変
質
さ
せ
て
き
た
の
か
を
完
全
に
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
は
、
疑
わ
し
い
と
言
え
よ

う
。
こ
の
こ
と
が
ど
の
程
度
真
実
で
あ
る
か
に
対
し
な
ん
ら
か
の
的
外
れ
な
考
え
を
与
え
よ
う
と
努
力
す
る
そ
の
前
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、

ま
ず
、
わ
れ
わ
れ
自
身
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
法
学
と
は
ち
が
い
、
ロ
ー
マ
法
は
、
決
し
て
、
判
例
の
体
系a system

 of cases

で
は
な
い

こ
と
に
、
読
者
の
注
意
を
喚
起
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ロ
ー
マ
法
の
体
系
と
し
て
の
特
質
は
、
│
も
っ
と
も
こ
れ
は
実
用
的
便
宜
の
た
め
で

不
適
切
で
は
あ
る
の
だ
が
│
一
連
の
原
理
及
び
明
文
化
さ
れ
た
準
則
に
よ
り
な
り
た
つ
体
系
で
あ
る
と
述
べ
る
こ
と
で
表
現
さ
れ
得
よ
う
。

英
国
に
お
い
て
は
、
法
廷
弁
護
士
の
仕
事
は
一
団
の
先
例
か
ら
、「
そ
れ
ら
」
を
包
摂
す
る
と
同
時
に
こ
れ
か
ら
司
法
判
断
を
受
け
る
べ

き
事
実
状
態
を
も
包
摂
す
る
、
一
定
式form
ula

を
抽
出
す
る
こ
と
で
あ
り
、
敵
対
側
法
廷
弁
護
士
の
職
務
は
、
同
じ
一
団
の
判
例
、
も

し
く
は
他
の
一
団
の
判
例
か
ら
、
同
様
に
明
白
な
適
用
性
を
も
つ
そ
れ
と
は
異
な
っ
た
定
式
を
抽
出
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、

ロ
ー
マ
法
で
は
、
先
例
は
そ
の
よ
う
な
や
り
方
で
は
、
絶
対
に
使
用
さ
れ
な
い
。『
ロ
ー
マ
法
大
全
』
が
、
我
ら
が
英
国
の
法
律
家
が

「
判
例
」
と
呼
ぶ
も
の
を
大
量
に
含
ん
で
い
る
こ
と
は
、
一
見
、
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
、
い
か
な
る
点
に
お
い
て
も
、

法
準
則
の
淵
源
で
は
な
く
、
逆
に
、
法
準
則
が
適
用
さ
れ
る
事
例
な
の
で
あ
る
。
言
う
な
れ
ば
、
そ
れ
ら
は
法
準
則
に
光
を
当
て
る
た
め

に
権
威
者
に
よ
り
解
決
し
て
み
せ
ら
れ
た
事
例
で
あ
り
、
か
か
る
法
準
則
が
い
か
に
操
作
、
適
用
さ
る
べ
き
か
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
我

ら
自
身
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
と
比
較
し
て
、
か
く
も
早
い
時
期
に
、
そ
し
て
よ
り
完
璧
に
、
ロ
ー
マ
法
が
こ
の
よ
う
な
方
式
を
獲
得
す
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
一
体
い
か
な
る
わ
け
か
？
と
い
う
の
は
、
興
味
の
尽
き
ぬ
問
題
で
あ
り
、
学
生
が
真
っ
先
に
自
問
し
て
し
か
る
べ
き
問

い
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
し
か
る
に
、
英
国
人
的
偏
見
に
よ
り
、
学
生
は
、
こ
の
よ
う
な
形
で
構
成
さ
れ
て
い
る
法
学
は
、
控
え
目
に
言
っ

（
一
〇
二
一
）
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四

て
、
変
則
的anom

alous

と
考
え
る
こ
と
は
あ
り
得
よ
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ロ
ー
マ
法
の
仕
組
み
は
、
わ
が
コ
モ
ン
・
ロ
ー
と
同
じ

く
、
極
め
て
分
か
り
や
す
く
、
自
然
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
事
の
証
左
と
し
て
、
英
国
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
は
、
そ
の
最
初
期
の
理
論
家
に

は
、
明
確
に
、
こ
れ
と
似
か
よ
っ
た
特
質
を
有
し
て
い
る
と
解
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
特
筆
し
え
よ
う
。
つ
ま
り
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
は
、
確

定
的
原
理
に
調
整
さ
れ
、
明
示
さ
れ
た
準
則
の
均
整
の
と
れ
た
体
系
と
し
て
の
形
で
、「
こ
の
世
の
ど
こ
か
にsom

ew
here

」
在
る
も
の

と
見
な
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
か
か
る
体
系
的
知
識
は
、
充
分
な
量
の
原
寸
大
の
形
で
は
裁
判
官
ら
の
胸
中
に
の
み
留
め
お
か

れ
、
法
的
素
人
た
る
大
衆
と
法
専
門
職
の
大
部
分
は
、
そ
の
よ
う
な
準
則
を
、
司
法
判
断
を
受
け
た
各
判
例
の
事
実
と
複
雑
に
入
り
混

じ
っ
た
形
で
し
か
識
る
こ
と
を
許
さ
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
古
来
よ
り
の
伝
統
的
理
論
の
様
々
な
痕
跡
は
、
我
ら
が

判
決
や
法
廷
の
議
論
の
言
葉
遣
い
の
随
所
に
残
っ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
例
の
中
で
、
わ
れ
わ
れ
は
、
比
較
及
び
帰
納
に
よ
り
諸
先
例
よ

り
抽
出
さ
れ
た
法
的
命
題legal propositions

と
い
う
意
味
で
の
「
原
理principles

」
と
い
う
用
語
の
、
一
風
変
わ
っ
た
用
例
を
お
そ

ら
く
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

ゆ
え
に
、
ロ
ー
マ
の
法
学
者
の
本
来
の
仕
事
は
、
明
示
的
な
成
文
準
則
の
解
釈
と
適
用
に
限
ら
れ
て
い
た
。
む
ろ
ん
、
か
か
る
過
程
は
、

一
定
限
度
は
、
あ
ら
ゆ
る
法
体
系
の
専
門
家professors
に
よ
り
用
ら
れ
ざ
る
得
ぬ
も
の
で
あ
り
、
我
々
自
身
の
法
体
系
に
お
い
て
は
、

殊
に
わ
れ
わ
れ
が
議
会
制
定
法
を
扱
お
う
と
す
る
場
合
に
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
ロ
ー
マ
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
占
め
た
広
大
な
領
域
は
、

英
国
の
実
務
と
は
、
全
く
比
較
に
な
ら
ぬ
が
、﹇
ロ
ー
マ
で
﹈
歴
史
上
事
実
そ
う
な
っ
た
よ
う
に
﹇
英
国
で
も
﹈、
全
体
と
し
て
並
外
れ
た

精
緻
さ
と
忍
耐
力
、
個
別
の
事
例
に
お
い
て
は
並
外
れ
た
天
才
性
に
特
徴
付
け
ら
れ
た
一
階
級
の
人
々
の
、
主
要
な
修
練
の
場
と
し
て
成

立
し
て
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
は
、
英
国
実
務
家
が
何
世
紀
も
か
け
追
求
し
て
き
た
諸
成
果
を
達
成
す
る
手
段
で
あ
る
。
わ

（
一
〇
二
二
）
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れ
わ
れ
英
国
人
は
、
恥
ず
か
し
げ
な
く
、
時
に
は
矜
持
の
ご
と
き
も
の
す
ら
も
っ
て
、
自
身
の
制
定
法
解
釈
に
お
け
る
失
敗ill success

に
つ
い
て
語
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
、
わ
れ
わ
れ
が
自
由
に
使
い
こ
な
せ
る
も
の
と
い
え
ば
、
ロ
ー
マ
法
学
の
提
供
す
る
道
具
立
て
と

は
似
て
も
似
つ
か
ぬ
も
の
で
あ
り
、
ロ
ー
マ
法
学
は
、
一
部
は
、
明
確
な
規
則
と
、
一
部
は
、
適
切
な
範
例
に
よ
り
、
成
文
法
の
理
解
と

運
営
を
追
求
し
て
い
く
。
も
し
、
わ
れ
わ
れ
が
、
ロ
ー
マ
法
学
者
に
考
案
さ
れ
た
解
釈
方
法
が
彼
ら
の
主
題
に
対
し
て
も
た
ら
し
た
効
果

を
、
幾
何
学
者
ら
が
空
間
の
関
係
性
を
論
ず
る
の
に
使
用
す
る
数
学
的
分
析
よ
り
導
か
れ
る
有
用
性
に
匹
敵
・
対
応
す
る
と
す
る
な
ら
、

こ
れ
以
上
、
正
当
な
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
双
方
の
助
け
を
得
て
は
じ
め
て
、
ほ
ぼ
克
服
不
能
に
思
わ
れ
た
各
難
題
は
大
し
た
こ

と
で
も
な
く
な
り
、
ほ
ぼ
到
達
不
能
に
み
え
た
進
歩
過
程progress

は
許
容
限
度
ま
で
縮
減
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
比
較
対
応parallel

は
さ
ら
に
す
す
め
る
こ
と
が
出
来
、
両
種
の
各
知
的
訓
練
の
も
た
ら
す
特
殊
な
精
神
習
慣special habit of m

ind

に
つ
い
て
も
そ
う
で

あ
る
と
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ロ
ー
マ
法
の
修
練
に
よ
り
習
得
す
る
こ
と
の
出
来
る
思
考
傾
向the bias of thought

、
理
由
付

け
の
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
方the m

odes of reasoning

、
例
証
の
習
慣the habits of illustration

と
い
っ
た
も
の
ほ
ど
、
特
有
、
特
別
で
、

か
つ
他
に
際
立
っ
た
も
の
は
確
か
に
な
い
で
あ
ろ
う
。
学
生
に
と
り
、
こ
の
よ
う
な
精
神
的
視
界
の
特
殊
性
を
解
す
る
に
は
、
英
国
法
学

習
熟
に
必
要
な
努
力
と
は
く
ら
ぶ
べ
く
も
な
い
ほ
ど
少
し
の
精
神
緊
張
と
学
習
期
間
し
か
必
要
と
せ
ぬ
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
、

そ
れ
ら
は
何
ら
か
の
努
力
抜
き
に
は
獲
得
で
き
ぬ
も
の
で
あ
る
。
重
要
な
の
は
、
そ
れ
ら
が
要
求
す
る
努
力
に
み
あ
う
だ
け
の
充
分
な
見

返
り
が
あ
る
か
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
思
考
お
よ
び
研
究
に
浸
透
し
て
お
り
、
ロ
ー
マ
法
の
知
識
の
一
定
限
度
の
探
求

は
あ
ら
ゆ
る
法
律
家
や
あ
ら
ゆ
る
し
か
る
べ
き
教
養
人
に
不
可
欠
で
あ
る
事
を
指
摘
す
る
努
力
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
わ
れ
わ
れ

は
そ
の
問
い
に
答
え
う
る
。

（
一
〇
二
三
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
四
号
（
二
〇
一
九
年
三
月
）

一
八
六

第
一
に
、
こ
の
二
世
紀
近
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
に
お
け
る
「
道
徳
哲
学M
oral P

hilosphy

」
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
議
論
は
、
ロ
ー

マ
市
民
法
に
固
有
の
用
語
及
び
理
由
付
け
方
法
に
し
た
が
っ
て
な
さ
れ
て
き
て
い
る
事
が
注
目
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
宗
教
改
革
よ

り
程
な
く
し
て
、
二
つ
の
偉
大
な
思
想
学
派
が
こ
の
種
の
各
題
材
を
分
つ
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は
み
い
だ
す
。
当
初
、
二
者
の
内
、
最
も
影

響
力
が
あ
っ
た
の
が
わ
れ
わ
れ
に
「
カ
ズ
イ
ス
トC

asuists

」
と
し
て
知
ら
れ
る
セ
ク
ト
も
し
く
は
学
派
で
、
そ
の
全
て
は
ロ
ー
マ
・
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
に
宗
教
上
帰
依
し
て
お
り
、
彼
ら
の
ほ
ぼ
全
員
は
各
自
の
修
道
院
に
属
し
て
い
た
。
他
方
は
、『
戦
争
と
平
和
の
法
』
と

称
さ
れ
る
論
稿
の
偉
大
な
る
著
者
フ
ー
ゴ
・
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
を
共
通
の
知
的
祖
と
し
、
お
互
い
つ
な
が
り
を
も
つ
一
群
の
著
作
家
で
あ
る
。

後
者
の
ほ
ぼ
全
員
は
、
宗
教
改
革
の
熱
心
な
支
持
者
ら
で
あ
り
、
彼
ら
は
、
正
式
か
つ
公
然
と
は
、
カ
ズ
イ
ス
ト
ら
と
論
争
状
態
で
あ
る

と
は
い
え
ぬ
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
ら
の
体
系
の
起
源
及
び
目
的
は
カ
ズ
イ
ス
ト
ら
と
は
本
質
的
に
異
な
っ
て
い
た
。
両
者
の

か
か
わ
る
こ
の
思
想
部
門
へ
の
ロ
ー
マ
法
の
影
響
と
い
う
点
に
関
し
、
こ
の
よ
う
な
二
学
派
の
相
違
に
つ
い
て
読
者
の
注
意
を
喚
起
せ
ね

ば
な
ら
な
い
。
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
の
著
作
は
、
全
ペ
ー
ジ
純
粋
な
倫
理
問
題
に
触
れ
て
お
り
、
か
つ
、
同
書
は
、
直
接
、
間
接
を
問
わ
ず
、

数
え
き
れ
ぬ
ほ
ど
多
く
の
正
式
倫
理
学
書
の
生
み
の
親
で
あ
る
も
の
の
、
周
知
の
ご
と
く
、
道
徳
哲
学
を
銘
打
っ
た
正
式
の
論
稿
で
は
な

く
、
自
然
の
法
も
し
く
は
自
然
法
を
特
定
せ
ん
と
す
る
試
み
で
あ
る
。
自
然
法
概
念
が
ロ
ー
マ
法
学
者
の
み
の
創
出
に
関
わ
る
か
と
い
う

問
題
は
さ
て
お
き
、
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
自
身
認
め
る
よ
う
に
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
実
定
法
の
ど
の
部
分
を
自
然
法
の
一
部
で
あ
る
と
解
す
べ

き
か
に
か
ん
す
る
ロ
ー
マ
法
学
者
の
見
解
は
、
そ
れ
が
誤
謬
で
な
い
か
ぎ
り
、
最
も
深
い
敬
意
を
も
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
べ
き
と
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
よ
り
、
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
の
体
系
は
、
正
に
そ
の
根
底
に
お
い
て
ロ
ー
マ
法
と
関
わ
り
が
あ
る
。
こ
の
関
係
性
│
作
者

の
う
け
た
法
学
的
訓
練
は
そ
れ
﹇
ロ
ー
マ
法
学
識
﹈
無
し
で
も
以
下
の
よ
う
な
結
果
を
お
そ
ら
く
も
た
ら
し
た
こ
と
で
は
あ
ろ
う
│
は
、

時
に
そ
の
意
図
を
隠
蔽
せ
ざ
る
を
得
ぬ
、
全
パ
ラ
グ
ラ
フ
で
の
技
術
的
用
語
法
、
理
由
付
け
、
定
義
、
例
証
の
方
法
論
と
い
っ
た
も
の
の

（
一
〇
二
四
）
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放
埓
き
わ
ま
り
な
い
利
用
や
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
読
者
に
と
っ
て
ど
こ
か
ら
引
用
さ
れ
た
の
か
す
ら
も
見
当
も
つ
か
ぬ
、
多
様
な
引
用

元
文
献
に
依
拠
す
る
議
論
に
よ
る
強
制
力
や
説
得
力
と
い
っ
た
も
の
を
不
可
避
に
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
対
し
、
カ
ズ
イ
ス
ト
リ
ー
﹇
※

カ
ト
リ
ッ
ク
側
の
道
徳
神
学
﹈
に
は
、
ほ
ぼ
ロ
ー
マ
法
か
ら
の
借
用
は
な
い
。
カ
ズ
イ
ス
ト
リ
ー
の
用
語
法
に
は
、
カ
ノ
ン
法
経
由
で
、

二
、
三
の
専
門
用
語
が
浸
透
し
て
は
い
る
も
の
の
、
カ
ズ
イ
ス
ト
リ
ー
の
著
作
者
の
議
論
形
式
は
各
自
の
学
派
の
ど
れ
か
の
属
す
る
一
連

の
神
学
上
の
討
論
よ
り
だ
い
た
い
採
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
主
張
さ
れ
る
倫
理
的
見
解
は
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
の
請
け
負
う
所
と
は
一
切
、
共

通
す
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
そ
れ
が
、
高
名
で
あ
れ
悪
名
高
き
も
の
で
あ
れ
、
カ
ズ
イ
ス
ト
リ
ー
の
名
の
下
に
書
か
れ
た
あ
ら
ゆ
る
正
・
不

正right and w
rong

に
関
す
る
哲
学
は
、
大
罪m
ortal sin

と
小
罪venial sin

の
概
念
間
の
区
別
が
そ
の
起
源
（
1
）

で
あ
る
。
あ
る
特
定

の
行
為
を
大
罪
で
あ
る
と
決
定
す
る
こ
と
に
よ
る
酷
い
結
果
を
回
避
し
よ
う
と
す
る
ご
く
当
た
り
前
の
懸
念
や
、
同
様
に
理
解
可
能
な
、

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
主
義
と
争
う
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
を
都
合
の
悪
い
理
論
を
放
棄
す
る
こ
と
で
援
助
し
よ
う
と
い
っ
た
こ
と
か
ら
、

カ
ズ
イ
ス
ト
哲
学
の
著
者
た
ち
は
、
大
罪
的
な
行
為
を
で
き
う
る
か
ぎ
り
大
罪
違
反
の
範
疇
か
ら
と
り
の
ぞ
き
、
小
罪
、
つ
ま
り
、
決
定

的
な
懺
悔
の
苦
行
を
行
う
こ
と
で
赦
免
し
う
る
罪
で
あ
る
と
、
性
格
付
け
よ
う
と
す
る
入
念
な
基
準
体
系
の
構
築
へ
と
至
っ
た
。
こ
の
試

み
の
運
命
は
、
一
般
に
、
歴
史
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
聖
職
者
が
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
人
間
行
為
を
霊
的

に
監
督
す
る
こ
と
を
で
き
る
よ
う
に
し
た
こ
の
カ
ズ
イ
ス
ト
リ
ー
に
よ
る
﹇
倫
理
問
題
に
お
け
る
各
種
﹈
区
分
に
よ
り
、
ま
さ
に
実
際
に
、

そ
れ
が
君
主
、
政
治
家
、
将
官
ら
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
道
徳
神
学
者
ら
が
、
宗
教
改
革
前
に
は
前
代
未
聞
で
あ
っ
た
レ
ベ
ル
の
、
影
響
を
あ

た
え
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
し
、
実
際
に
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
最
初
の
成
功
を
検
閲
し
困
難
に
し
た
か
の
大
弾
圧that great 

reaction

に
概
し
て
真
に
加
担
し
た
の
を
知
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
か
か
る
﹇
反
宗
教
改
革
側
の
カ
ズ
イ
ス
ト
リ
ー
の
﹈
企
て
の
出
発

点
は
、
確
実
な
証
明
で
な
く
逃
避
、
つ
ま
り
、
原
理
を
発
見
し
よ
う
と
す
る
こ
と
で
は
な
く
公
準postulate

を
回
避
し
よ
う
と
す
る
逃

（
一
〇
二
五
）
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げ
、
つ
ま
り
、
正
・
不
正right or w

rong

の
本
質
を
確
定
す
る
こ
と
で
は
な
く
﹇
大
罪
違
反
と
せ
ぬ
た
め
﹈
何
が
特
定
の
性
質
の
悪

（
※
倫
理
上
の
罪
）w

rong

で
無
い
の
か
を
特
定
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
、
カ
ズ
イ
ス
ト
リ
ー
は
、
人
間
行
為
の
倫
理
的
特
質
を
酷
く
曖

昧
に
し
て
し
ま
う
ま
で
そ
の
詭
弁
的
洗
練
を
突
き
詰
め
ざ
る
を
得
ず
、
我
々
自
身
の
人
間
存
在
の
倫
理
的
本
能
を
裏
切
っ
た
ゆ
え
、
つ
い

に
は
、
人
類
の
良
心
の
突
如
の
反
逆
を
招
き
、
自
身
の
体
系
の
み
な
ら
ず
そ
の
博
士
ら
も
ま
と
め
て
破
滅
に
お
い
や
っ
た
（
ⅲ
）

。
最
終
的
に
、

カ
ズ
イ
ス
ト
リ
ー
は
、
パ
ス
カ
ル
『
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
シ
ア
ル
の
手
紙
』
の
中
で
回
復
不
能
な
致
命
傷
を
こ
う
む
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
こ
の

記
念
碑
的
論
稿
の
出
現
以
来
、
わ
ず
か
で
も
影
響
や
名
声
の
あ
る
倫
理
学
者
な
ら
、
お
お
っ
ぴ
ら
に
カ
ズ
イ
ス
ト
ら
に
倣
っ
て
、
そ
の
考

察
を
な
す
こ
と
な
ぞ
つ
い
ぞ
し
な
く
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
倫
理
的
科
学
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
は
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
の
後
継
者
た
ち
の
み
の
指

導
に
ま
か
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
い
ま
だ
、
並
外
れ
た
程
度
で
の
ロ
ー
マ
法
と
の
混
淆
の
痕
跡
を
提
示
し
て
お
り
、
時
に
、
そ

の
こ
と
は
、
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
的
理
論
の
欠
陥
で
あ
る
と
断
罪
さ
れ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
一
方
で
、
最
高
の
推
奨
を
勝
ち
得
る
こ
と
も
あ
る
。

グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
の
時
代
以
降
の
多
く
の
研
究
者
た
ち
は
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
の
各
原
理
に
変
更
を
く
わ
え
た
し
、
む
ろ
ん
、
カ
ン
ト
批
判
哲

学
（
ⅳ
）

の
登
場
以
降
、
多
く
の
論
者
は
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
原
理
の
多
く
を
放
棄
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
に
よ
る
根
源
的
各
仮
説

よ
り
は
る
か
に
逸
脱
し
た
著
作
家
た
ち
で
さ
え
も
、
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
の
叙
述
・
定
義statem

ent

、
一
連
の
思
考
様
式train of thought

、

そ
の
例
証
法m

odes of illustration

の
方
法
論
の
多
く
を
承
継
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
ロ
ー
マ
法
学
識
に
無
知
な
人
間
に
と
っ
て
は
、

ほ
ぼ
意
味
を
も
た
ぬ
う
え
に
、
論
点
の
解
せ
ぬno point

も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
、
自
然
学
・
物
理
学
も
し
く
は
生
理
学
の
一
部
を
の

ぞ
き
、
倫
理
的
思
索
は
学
問
の
ほ
ぼ
全
域
に
関
連
、
影
響
し
て
お
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
に
お
け
る
倫
理
体
系
中
の
ロ
ー
マ
法
的
要
素
は
、

ち
ょ
っ
と
見
、
ま
っ
た
く
そ
の
存
在
を
認
識
で
き
ぬ
よ
う
な
各
分
野
に
お
い
て
す
ら
、
そ
の
存
在
が
み
い
だ
さ
れ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸

の
倫
理
、
政
治
哲
学
に
お
い
て
ほ
ぼ
普
遍
的
で
あ
る
、
か
か
る
驚
く
べ
き
ロ
ー
マ
法
の
影
響
を
、
英
国
の
わ
れ
わ
れ
が
あ
ま
り
に
も
軽
ん

（
一
〇
二
六
）
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じ
す
ぎ
て
い
た
と
信
ず
る
の
は
ゆ
え
な
き
こ
と
で
は
な
い
。
し
ば
し
ば
、
憤
慨
や
驚
嘆
を
こ
め
て
言
わ
れ
る
の
は
、
海
外
と
英
国
の
よ
り

精
密
な
科
学
の
碩
学
ら
は
お
互
い
に
完
璧
に
共
感
し
あ
っ
て
い
る
、
た
と
え
ば
、
ロ
ン
ド
ン
の
医
者
や
数
学
者
ら
は
ベ
ル
リ
ン
や
パ
リ
の

医
者
や
数
学
者
ら
の
著
作
に
完
全
に
精
通
し
て
い
る
の
に
対
し
、
大
陸
の
法
学
者
、
道
徳
哲
学
者
、
政
治
家
、
一
定
限
度
は
歴
史
家
、
は

て
に
は
形
而
上
学
者
ら
を
英
国
の
同
様
の
学
識
の
研
究
者
を
公
称
す
る
職
業
知
識
人
ら
と
を
隔
て
る
、
目
に
見
る
こ
と
も
触
る
こ
と
も
か

な
わ
ぬ
が
、
確
か
に
感
じ
う
る
障
壁
が
存
す
る
。
わ
が
英
国
が
島
国
で
あ
る
と
言
っ
た
曖
昧
な
指
摘
は
、
こ
の
異
常
な
事
態
理
解
の
な
ん

の
て
が
か
り
に
も
な
ら
な
い
。
も
っ
と
も
、
我
ら
の
各
国
家
制
度
の
例
外
性
は
一
部
そ
の
説
明
と
は
な
ろ
う
。
つ
ま
り
、
そ
の
根
底
に
は

英
国
人
と
外
国
人
ら
と
の
間
に
横
た
わ
る
教
育intellectual training

の
何
ら
か
の
差
異
が
存
す
る
に
ち
が
い
な
い
。
英
国
人
と
外
国

人
間
の
一
般
的
教
養
総
量
の
差
分
と
は
、
端
的
に
、
ロ
ー
マ
法
成
分
の
完
全
な
欠
落
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
の
各
見
解
が
正
し
い
と
す
る
な
ら
ば
、
倫
理
哲
学
と
法
学
の
密
接
な
関
連
性
な
ど
い
ち
い
ち
あ
げ
つ
ら
う
必
要
な
ど
お
そ
ら

く
無
か
ろ
う
か
ら
、
英
国
に
お
け
る
法
学
教
育
の
一
部
と
し
て
ロ
ー
マ
法
の
素
養
を
導
入
す
べ
き
と
い
う
論
は
何
ら
か
の
形
で
前
進
す
る

こ
と
と
な
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
お
そ
ら
く
は
、
こ
の
よ
う
な
形
で
の
理
由
づ
け
に
、
倫
理
的
主
題
に
関
す
る
（
現
在
の
）
英
国
の
思
想
の

あ
り
方
は
、
な
ん
ら
か
の
冷
や
水
を
浴
び
せ
か
け
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
う
た
が
い
な
く
、
ロ
ッ
ク
の
著
作
や
ベ
ン
サ
ム
に
よ
る
ロ
ッ
ク
理

論
の
は
か
り
し
れ
ぬ
発
展
は
、
英
国
の
知
的
状
況
に
深
甚
な
影
響
を
与
え
る
倫
理
体
系
を
付
与
し
て
お
り
、
同
時
に
そ
れ
ら
は
ロ
ー
マ
法

よ
り
ほ
と
ん
ど
か
、
ま
っ
た
く
何
も
借
用
し
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
い
く
つ
か
の
や
り
方
で
反
論
を
述
べ
る
こ
と
は
で
き
よ
う
。

何
ら
か
の
一
団
の
原
理
に
基
づ
き
英
国
で
倫
理
哲
学
を
教
え
る
こ
と
が
、
は
た
し
て
望
ま
し
い
も
の
で
あ
る
の
か
、
も
し
く
は
、
可
能
で

あ
る
か
ど
う
か
と
い
っ
た
こ
と
は
疑
わ
れ
る
も
の
の
、
確
か
に
、
倫
理
哲
学
が
そ
の
歴
史
と
切
り
離
さ
れ
て
教
え
ら
れ
る
こ
と
は
好
ま
し

く
も
な
け
れ
ば
出
来
る
も
の
で
も
な
い
。
く
わ
え
て
、
ロ
ー
マ
法
と
ベ
ン
サ
ム
哲
学
の
隔
絶
は
、
実
質
と
い
う
よ
り
形
式
に
存
す
る
。
ベ

（
一
〇
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七
）
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ン
サ
ム
の
最
新
か
つ
最
も
明
敏
な
解
説
者
﹇
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
ら
﹈
は
、
自
ら
の
ロ
ー
マ
法
学
の
用
語
法
と
方
法
論
へ
の
嗜
好
を
公
的
に
宣

言
し
た
（
2
）

。
そ
し
て
、
実
際
、
ベ
ン
サ
ム
が
法
的
概
念
に
適
用
し
た
入
念
な
分
析
の
ほ
と
ん
ど
が
ロ
ー
マ
法
学
者
ら
に
お
け
る
根
本
的
諸
前

提
の
う
ち
に
み
い
だ
さ
れ
る
各
命
題
の
確
立
へ
と
向
け
ら
れ
て
い
た
と
い
っ
て
も
、
大
し
た
推
測
に
も
な
ら
ぬ
だ
ろ
う
。
き
わ
め
て
日
常

に
な
じ
ん
で
い
る
と
同
時
に
き
わ
め
て
技
術
的
で
も
あ
る
英
国
法
の
専
門
用
語
を
通
す
と
、
ぼ
や
け
た
り
見
失
っ
た
り
す
る
も
ろ
も
ろ
の

真
実
は
、
ロ
ー
マ
法
学
者
の
用
語
法
を
と
お
せ
ば
見
あ
や
ま
り
よ
う
も
な
く
光
り
輝
く
。
そ
し
て
常
識
が
支
配
的
特
質
で
あ
る
体
系
を
知

る
こ
と
に
よ
り
、
英
国
に
お
け
る
常
識
が
幻
想
よ
り
保
護
さ
れ
さ
え
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
真
実
を
一
体
見
失
う
こ
と
が
は
た
し
て
可
能
で

あ
る
な
ど
と
信
ず
る
こ
と
す
ら
む
ず
か
し
い
。
お
な
じ
く
、
英
国
法
が
お
お
っ
ぴ
ら
、
か
つ
公
然
と
倫
理
哲
学
に
ふ
れ
る
と
き
は
常
に
、

ロ
ー
マ
法
と
も
っ
と
も
深
く
関
わ
る
点
で
触
れ
て
い
る
こ
と
は
瞠
目
に
値
す
る
。
最
初
に
衡
平
法
裁
判
所
の
法
学
に
形form

と
体
系
を

あ
た
え
た
裁
判
官
達
の
精
神
へ
と
、
特
定
の
学
派
の
法
学
者
、
つ
ま
り
自
然
法
に
関
す
る
一
連
の
著
作
者
が
、
与
え
た
影
響
に
衝
撃
を
う

け
ず
に
、
早
い
時
期
の
衡
平
法
判
例
集
を
ひ
も
と
く
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。
さ
て
、
こ
れ
ら
自
然
法
学
派
の
各
巻
に
は
、
倫
理
哲
学
が

ロ
ー
マ
法
固
有
の
用
語
法
と
理
由
付
け
の
仕
方
を
保
っ
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
二
つ
の
思
想
領
域
が
分
離
で
き
、
お
互
い
に
分
け
て
考
察

可
能
で
あ
る
こ
と
が
い
ま
だ
認
識
さ
れ
て
い
な
い
。
今
日
に
お
い
て
さ
え
、
主
張
や
判
決
に
お
い
て
倫
理
哲
学
の
一
命
題
が
顔
を
だ
す
場

合
に
は
、
概
し
て
、
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
の
最
初
の
後
継
者
ら
が
ま
と
わ
せ
た
装
い
で
登
場
す
る
。
か
か
る
特
異
性
は
、
お
そ
ら
く
、
部
分
的

に
で
は
あ
る
が
、
大
体
に
お
い
て
今
述
べ
た
ば
か
り
の
自
然
法
論
者
ら
の
梗
概
書
で
あ
る
ス
ト
ー
リ
『
国
際
私
法
』
へ
の
信
頼
が
わ
れ
わ

れ
﹇
英
国
人
の
﹈
の
間
で
国
際
私
法
の
権
威
に
ま
で
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
よ
り
、
説
明
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
こ
で
、
わ
れ
わ
れ
は
違
っ
た
性
質
の
各
考
察
へ
と
足
を
ふ
み
い
れ
る
こ
と
と
な
る
。
あ
ら
ゆ
る
言
語
に
は
法
的
諸
概
念
を
表

（
一
〇
二
八
）
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し
、
永
続
的
に
法
の
特
質
や
効
力
・
制
裁sanction

に
む
け
ら
れ
る
一
連
の
単
語
や
語
句
が
か
な
ら
ず
存
す
る
。
そ
の
よ
う
な
表
現
な

し
に
、
哲
学
、
国
家
経
済
学
、
神
学
、
は
て
に
は
厳
密
科
学
に
お
け
る
膨
大
な
種
類
の
各
命
題
は
、
け
っ
し
て
言
語
化
不
可
能
で
あ
ろ
う
。

し
か
る
に
、
英
語
が
か
か
る
表
現
を
英
国
法
か
ら
借
用
し
て
い
る
場
合
が
い
か
に
少
な
い
か
は
注
目
に
値
す
る
。
実
際
、
我
ら
の
法
学
が

我
ら
の
言
葉
に
及
ぼ
し
た
影
響
の
な
さ
以
上
に
、
英
国
法
が
常
に
英
国
の
他
の
思
想
領
域
と
有
し
て
い
る
奇
妙
な
関
係
性
に
関
し
て
、
興

味
深
く
、
例
証
的
な
も
の
は
な
い
。
訴
訟
法
お
よ
び
そ
の
従
属
分
野
は
、
そ
の
寄
与
は
大
き
い
と
は
言
え
ぬ
が
、
口
語
的
方
言
を
ゆ
た
か

な
も
の
と
す
る
の
に
貢
献
し
て
き
た
し
、
英
米
で
は
か
な
り
の
数
の
法
律
用
語
が
ス
ラ
ン
グ
と
し
て
通
用
し
て
い
る
。
し
か
し
、
根
本
的

法
概
念
を
示
す
古
典
的
英
語
は
ほ
ぼ
例
外
な
く
ロ
ー
マ
法
よ
り
由
来
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
ロ
ー
マ
法
用
語
は
様
々
な
淵
源
よ
り
英
語
に
浸

潤
し
、﹇
意
味
変
化
を
﹈
規
制
す
る
体
系
や
理
論
を
ま
っ
た
く
も
た
ず
に
、
も
れ
な
く
そ
の
原
意
を
喪
失
し
、
二
義
的
、
転
義
的
、
一
貫

し
な
い
と
い
っ
た
日
常
語
の
あ
ら
ゆ
る
欠
陥
を
示
し
て
い
る
。
素
人
目
か
ら
見
て
す
ら
、
こ
れ
は
大
き
な
欠
陥
で
あ
る
。
他
民
族
と
は
異

な
り
、
わ
れ
わ
れ
英
国
人
は
、
わ
れ
わ
れ
の
哲
学
用
語
の
最
も
重
要
な
各
専
門
用
語
を
法
律
家
の
明
敏
な
知
性
に
よ
り
、
吟
味
し
、
ふ
る

い
に
か
け
、
精
査
さ
れ
る
利
点
を
喪
失
し
て
し
ま
っ
て
い
る
し
、
直
接
的
に
行
為
に
帰
結
す
べ
き
も
の
ご
と
に
か
か
わ
る
討
議
に
お
い
て

慣
習
的
に
使
用
さ
れ
る
場
合
、
法
律
用
語
の
も
た
ら
す
あ
の
目
を
張
る
べ
き
ほ
ぼ
神
秘
的
な
ま
で
の
精
確
性
を
わ
れ
わ
れ
は
、
自
身
よ
り

う
ば
い
さ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
哲
学
思
索
に
お
け
る
英
国
の
劣
等
性
が
ど
の
程
度
こ
の
言
語
的
弛
緩
性
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
い
る

の
か
を
の
べ
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。
ま
た
、
計
算
の
上
で
生
み
出
さ
れ
た
悪
戯
と
い
っ
た
も
の
は
そ
れ
じ
た
い
些
細
な
こ
と
で
あ
っ
た

と
し
て
も
、
自
由
な
議
論
﹇
議
会
﹈
の
支
配
す
る
社
会
に
お
い
て
は
恐
る
べ
き
も
の
と
な
り
は
て
得
る
。
わ
れ
わ
れ
が
厳
密
な
精
神
に
対

す
る
こ
れ
ら
の
影
響
を
辿
る
こ
と
は
た
や
す
い
。
ベ
ン
サ
ム
は
そ
れ
ら
の
言
葉
の
い
い
か
げ
ん
さ
か
ら
、
み
ず
か
ら
固
有
の
用
語
法
を
発

明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
今
で
も
彼
の
思
想
の
影
響
に
対
す
る
障
害
と
な
っ
て
い
る
。
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
氏
は
そ
れ
ら
の

（
一
〇
二
九
）
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回
避
の
た
め
に
積
極
的
に
怖
気
（
お
ぞ
け
）
立
つ
ほ
ど
彼
の
文
体
よ
り
暗
喩
を
放
逐
し
﹇
無
味
乾
燥
な
も
の
と
し
﹈
た
。
ヒ
ュ
ー
ウ
ェ
ル

博
士
は
、
ロ
ー
マ
の
法
学
者
達
の
厳
格
な
用
語
法
に
繰
り
返
し
戻
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
こ
と
を
意
識
し
て
い
る
。
し
か
る
に
、﹇
か

か
る
言
語
的
﹈
欠
陥
は
、
単
に
法
哲
学
に
対
す
る
著
作
者
た
ち
に
の
み
感
ぜ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
職
業
的
法
律
家
に

ま
で
及
ぶ
。
全
て
の
話
し
思
考
す
る
人
々
と
お
な
じ
く
、
法
律
家
た
ち
は
ロ
ー
マ
法
よ
り
わ
れ
わ
れ
に
相
続
さ
れ
た
と
、
今
説
明
さ
れ
た

ば
か
り
の
各
表
現
を
使
用
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
ら
は
そ
れ
ら
を
「
世
俗
」
表
現
と
し
て
の
み
、
つ
ま
り
、
技
術
的
専
門
用
語

の
不
備
を
補
う
表
現
と
し
て
の
み
使
用
す
る
。
あ
ら
ゆ
る
法
学
中
、
最
も
権
威
あ
る
重
要
な
用
語
で
あ
る
「
債
権
債
務obligation

」
す

ら
、
英
国
法
で
は
定
義
さ
れ
ず
、
わ
れ
ら
が
法
律
家
た
ち
よ
り
躊
躇
な
し
に
一
貫
せ
ず
つ
か
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
非
職
業
的
な
世

界
と
は
、
ま
た
ち
が
っ
た
帰
結
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
英
国
の
高
位
裁
判
官B

ench

と
弁
護
士B

ar

を
そ
の
思
考
の
不
精
確
さ
ゆ
え
に

糾
弾
す
る
の
は
馬
鹿
げ
て
い
よ
う
。
し
か
し
、
生
来
精
確
な
精
神
が
、
単
な
る
民
衆
的
語
彙
を
あ
つ
か
う
こ
と
は
、
冗
長
性
に
つ
な
が
る
。

単
語
や
語
句
は
間
断
な
く
精
査
、
限
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
し
、
あ
ら
ゆ
る
重
要
命
題
は
誤
解
を
避
け
る
た
め
様
々
な
形
で
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
い
っ
た
わ
け
で
、
わ
れ
わ
れ
の
法
廷
で
の
議
論
や
判
決
と
言
っ
た
も
の
は
べ
ら
ぼ
う
に
長
く
な
っ
て
い

る
。
ま
た
だ
か
ら
こ
そ
、
も
の
す
ご
い
量
の
判
例
法
が
集
積
し
、
他
の
い
か
な
る
民
衆
の
怨
嗟
よ
り
も
、
は
る
か
に
深
刻
に
、
英
国
の
法

律
学
に
対
し
革
命
の
脅
威
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
現
状
こ
の
よ
う
で
あ
り
、
か
つ
、
他
に
や
り
よ
う
も
な
い
な
ら
、
他
の
い
か
な
る
よ
り

す
ぐ
れ
た
法
的
知
性
を
も
さ
し
お
き
、
不
撓
不
屈
の
記
憶
力
と
い
っ
た
も
の
に
、
不
名
誉
な
優
先
位
を
譲
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
だ
ろ
う
。

民
衆
言
語
の
助
け
抜
き
で
、
あ
る
技
術
的
専
門
用
語
だ
け
で
法
律
家
の
あ
ら
ゆ
る
用
に
足
り
る
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
は
、
あ
り
え
た
こ

と
は
な
い
。
し
か
し
、
論
ぜ
ね
ば
な
ら
ぬ
問
題
と
法
的
専
門
用
語
が
ほ
ぼ
同
義
の
場
合
に
は
、
言
及
し
た
よ
う
な
不
都
合
は
最
小
限
ま
で

（
一
〇
三
〇
）
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抑
え
ら
れ
る
。
さ
て
、
英
国
法
は
か
か
る
場
合
に
当
て
は
ま
る
だ
ろ
う
か
？
わ
れ
ら
の
法
的
言
語
全
体
が
置
か
れ
て
い
る
特
異
な
状
況
に

留
意
し
て
は
じ
め
て
、
こ
の
問
題
に
答
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
法
的
言
語
の
技
術
的
部
分
は
、
そ
れ
が
付
加
物
と
し
て
あ
っ
た
当
時
の
法

体
系
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
に
は
か
か
わ
り
な
く
、
た
し
か
に
昔
は
、
起
こ
っ
て
き
た
問
題
の
あ
ら
ゆ
る
論
点
を
処
理
す
る
の
に
堪
能
で

あ
っ
た
し
、
そ
れ
ら
問
題
の
解
決
に
際
し
て
そ
の
注
目
す
べ
き
精
確
性
を
一
切
、
喪
失
す
る
こ
と
も
弛
緩
せ
さ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
そ
う
い
っ
た
専
門
用
語
の
実
用
性
は
、
以
来
、
失
わ
れ
て
ひ
さ
し
い
。
こ
れ
ま
で
に
、
英
国
法
の
技
術
性
は
そ
の
厳
格
性
や
精
確

性
を
ま
っ
た
く
喪
失
し
て
し
ま
い
、
同
時
に
、
日
々
に
裁
判
官
や
法
曹
の
注
目
す
る
様
々
な
問
題
の
主
張
と
同
義
で
あ
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
躊
躇
な
く
自
身
の
専
門
用
語
を
濫
用
し
て
い
る
。
例
え
ば
、「P

ersonalty

人
的
財
産
・
動
産
」
と

い
う
用
語
は
、
好
き
勝
手
に
各
表
現
に
当
て
は
め
ら
れ
て
い
る
が
、
元
来
、
物
的
財
産
権
・
不
動
産
権real property

法
に
起
源
を
有

す
こ
の
語
は
、
遂
に
は
、
封
建
的
な
諸
概
念
を
言
及
可
能
と
ま
で
成
り
果
て
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
他
の
法
制
度
で
は
考
え
ら

れ
ぬ
程
度
、
わ
れ
わ
れ
法
律
家
は
一
般
的
世
俗
用
語
法
よ
り
借
用
も
し
て
い
る
。
こ
れ
以
上
、
一
国
の
法
的
用
語
法
に
対
し
辛
辣
な
言
な

ど
あ
り
得
え
ま
い
。
し
か
し
、
か
か
る
侮
蔑
の
言
は
、
一
字
一
句
、
英
国
法
の
現
状
に
関
し
て
そ
の
ま
ま
の
真
実
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
い

ろ
ん
な
原
因
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
常
軌
を
逸
し
た
わ
れ
わ
れ
の
法
改
革
は
う
た
が
い
な
く
そ
の
一
因
で
は
あ
る
。
ま
た
、
法
律
家
は
、
通

常
会
話
よ
り
借
用
さ
れ
た
用
語
よ
り
専
門
用
語
が
尊
い
も
の
だ
と
感
じ
て
、
専
門
用
語
を
様
々
な
新
し
い
用
法
へ
と
こ
じ
つ
け
が
ち
で
あ

る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
大
本
の
大
原
因
は
、
英
国
に
お
い
て
は
、
組
織
だ
っ
た
法
律
教
育
制
度
が
な
か
っ
た
た
め
、

司
法
的
、
立
法
的
表
現
に
対
し
て
、
ほ
と
ん
ど
配
慮
な
さ
れ
て
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
英
語
が
様
々
な
言
語
的
起

源
よ
り
派
生
し
た
こ
と
よ
り
、
い
か
な
る
民
族
に
も
ま
し
て
、
法
科
学
の
こ
の
分
野
を
涵
養
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
の
だ
が
、
こ
こ

ま
で
著
し
く
そ
れ
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
き
た
民
族
は
世
界
中
で
も
他
に
な
い
。
こ
れ
ら
の
有
害
な
帰
結
は
事
こ
こ
に
至
っ
て
は
明
白
か

（
一
〇
三
一
）
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一
九
四

つ
目
に
余
る
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
あ
ら
ゆ
る
面
で
そ
れ
ら
は
顔
を
出
し
て
い
る
。
無
駄
に
冗
長
な
わ
れ
わ
れ
の
判
例
集
を
み
れ
ば

瞭
然
で
あ
る
し
。
わ
れ
わ
れ
の
各
議
会
制
定
法
の
失
敗
に
も
そ
れ
は
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
さ
ら
に
高
度
な
問
題
に
取
り

組
む
に
際
し
て
の
わ
れ
わ
れ
の
不
器
用
さ
と
い
っ
た
ら
赤
面
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
対
す
る
な
ん
ら
か
の
完
璧
な
救
済
案
が

存
在
す
る
振
り
す
る
の
は
図
々
し
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
二
、
三
の
そ
の
場
し
の
ぎ
の
緩
和
策
な
ら
わ
れ
わ
れ
の
手
に
届
か
ぬ
わ

け
で
も
な
い
。
我
ら
が
法
的
専
門
用
語
の
技
術
的
要
素
の
崩
壊
に
関
し
て
は
お
そ
ら
く
は
も
う
お
手
上
げ
だ
ろ
う
が
、
一
般
言
語
よ
り
の

借
用
的
要
素
に
関
し
て
は
は
る
か
に
高
い
確
定
性
、
明
瞭
性
、
一
貫
性
を
付
与
し
う
る
事
は
確
実
で
あ
ろ
う
。
法
的
用
語
法
は
法
学
教
育

の
独
立
の
一
部
門
と
し
て
確
立
さ
れ
う
る
し
、
そ
の
改
良
は
ロ
ー
マ
法
の
助
け
を
借
り
て
ほ
ぼ
際
限
な
く
実
行
さ
れ
得
よ
う
。
立
法
的
、

司
法
的
表
現
の
学
習
者
に
対
す
る
ロ
ー
マ
法
学
の
有
用
性
を
示
す
の
は
た
や
す
い
。
第
一
に
、
ロ
ー
マ
法
学
は
、
そ
の
全
部
分
に
行
き
渡

る
そ
の
厳
格
な
論
理
的
一
貫
性
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
法
学
提
要
式
論
考
の
歴
史
を
通
じ
、
い
か
に
し
て
間
断
な
く
新
し
い
技
術
用
語
の
芽

生
え
が
育
成
さ
れ
、
新
し
い
様
々
な
法
概
念
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
に
な
り
、
廃
れ
て
し
ま
っ
た
旧
来
の
法
技
術
に
と
っ
て
か
わ
っ
て
い

く
の
か
を
示
す
こ
と
に
よ
り
、
学
習
者
に
は
法
の
範
型
と
し
て
機
能
す
る
。
次
に
、
ロ
ー
マ
法
は
わ
れ
わ
れ
の
法
律
言
語
の
内
、
こ
こ
で

民
衆
的
部
分
と
呼
ん
で
き
た
分
の
実
際
の
淵
源
で
も
あ
る
。
一
連
の
語
と
句
、「
債
権
債
務obligation

」、「
合
意convention

」、「
契
約

C
ontract

」、「
承
諾C
onsent

」、「
占
有P

ossession

」、「
時
効P

rescription

」
と
い
っ
た
も
の
は
そ
の
一
部
の
例
に
過
ぎ
ぬ
、
が
、

英
国
法
に
お
け
る
「
限
嗣
不
動
産
権E

state T
ail

」
と
か
「
残
余
権R

em
ainder

」
と
同
等
の
精
確
性
を
も
っ
て
ロ
ー
マ
法
で
は
現
在

で
も
使
用
さ
れ
て
い
る
し
、
い
た
。
ま
た
、
こ
の
偉
大
な
体
系
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
素
人
も
法
律
家
に
負
け
ず
劣
ら
ず
利
益
を
得
る
と
主

張
し
て
も
厚
か
ま
し
す
ぎ
る
こ
と
も
な
い
。
英
国
の
全
て
の
哲
学
的
用
語
が
改
善
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
法
学
を
他
の
思
索
的
探
求

の
諸
分
野
と
つ
な
ぎ
つ
け
る
思
想
分
野
が
そ
の
進
展
の
た
め
の
新
し
い
便
宜
を
得
る
こ
と
は
極
め
て
確
実
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
ロ
ー
マ

（
一
〇
三
二
）
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法
学
の
素
養
よ
り
得
ら
れ
る
最
良
の
も
の
は
、
法
的
哲
学
の
諸
問
題
へ
の
適
用
に
厳
密
す
ぎ
ぬ
と
同
時
に
、
そ
れ
ら
の
明
晰
か
つ
精
確
な

議
論
に
放
縦
か
つ
柔
軟
す
ぎ
ぬ
用
語
体
系
の
獲
得
で
あ
ろ
う
。

英
国
人
が
大
陸
哲
学
の
大
部
分
を
今
ひ
と
つ
は
っ
き
り
理
解
で
き
ぬ
の
は
、
ひ
と
え
に
、
多
く
の
民
衆
的
法
律
用
語
が
ロ
ー
マ
法
の
技

術
的
固
有
用
語
と
一
致
す
る
が
ゆ
え
で
あ
る
。
ま
た
、
英
国
人
に
そ
も
そ
も
そ
う
い
う
障
害
の
存
在
を
確
信
さ
せ
る
の
が
困
難
な
の
に
は

主
要
な
わ
け
が
あ
る
。
多
く
の
場
合
慣
れ
親
し
ん
で
い
る
言
葉
を
扱
っ
て
い
る
が
た
め
、
知
的
な
一
般
人
は
用
語
の
専
門
的
用
法
が
日
常

語
と
大
し
て
違
わ
ぬ
分
野
の
法
的
論
考
を
熟
読
し
て
も
（
ⅴ
）

せ
い
ぜ
い
の
所
、
半
可
通
の
知
識
し
か
得
ら
れ
る
こ
と
を
、
法
律
家
な
ら
皆

知
っ
て
い
る
の
だ
が
、
一
般
英
国
人
は
、
説
明
さ
れ
て
も
滅
多
に
合
点
が
い
か
ぬ
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
お
そ
ら
く
英
国
人
な
ら
だ
れ
し

も
著
名
な
海
外
の
学
者
を
考
察
す
る
に
際
し
、
そ
の
権
威
的
典
拠
に
ど
う
に
も
不
確
か
な
隔
絶
感
を
覚
え
ざ
る
を
得
ぬ
、
英
国
と
大
陸
と

で
共
通
と
さ
れ
る
一
分
野
が
あ
る
。
英
国
の
最
も
精
確
な
精
神
の
多
く
が
ひ
そ
か
に
確
信
し
て
い
る
の
は
、
国
際
公
法
で
あ
れ
国
際
私
法

で
あ
れ
、
国
際
法
は
、
耳
障
り
の
良
い
お
題
目
の
学
問a science of declam

ation

で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
作
者
に
よ
り
厳
密
に
解
さ

る
べ
き
と
意
図
し
て
書
か
れ
た
専
門
用
語
が
、
読
者
に
よ
り
ゆ
る
く
解
さ
れ
て
も
、
そ
の
印
象
は
ま
っ
た
く
不
自
然
で
な
い
。
国
際
法
と

く
に
そ
の
最
も
重
要
な
分
野
に
対
す
る
手
か
が
り
と
し
て
の
ロ
ー
マ
法
学
の
価
値
は
い
く
ら
強
調
し
て
も
強
調
し
す
ぎ
る
こ
と
は
な
い
。

ロ
ー
マ
法
の
体
系
と
歴
史
、
双
方
へ
の
知
識
は
、
国
際
公
法
理
解
に
と
も
に
欠
か
さ
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
ロ
ー
マ
法
が
国
際
体
系
に
対
し

て
持
つ
関
係
性
の
不
適
切
な
理
解
は
な
に
も
英
国
人
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
英
語
以
外
の
言
語
で
書
く
国
際
法
学
者
（
・
宣
伝
広
報

家
）publicists （ⅵ
）

の
多
く
は
、
国
際
公
法
の
創
始
者
ら
が
そ
う
と
し
た
見
解
に
対
し
自
己
の
学
説
を
位
置
づ
け
る
こ
と
を
さ
ぼ
っ
て
き
て
お

り
、
不
幸
に
も
現
在
の
国
際
公
法
文
献
に
蔓
延
す
る
大
部
分
の
恣
意
的
主
張
や
虚
偽
の
理
由
付
け
は
、
こ
の
欠
落
の
せ
い
で
あ
る
と
せ
ざ

（
一
〇
三
三
）
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一
九
六

る
を
え
な
い
。
国
際
法
が
史
的
に
探
求
さ
れ
ぬ
限
り
、
つ
ま
り
、
第
一
に
、
フ
ー
ゴ
・
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
の
思
想
に
与
え
た
ロ
ー
マ
法
学
者

の
各
理
論
の
影
響
、
第
二
に
、
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
の
あ
の
偉
大
な
著
作
の
国
際
法
学
の
影
響
を
理
解
し
な
い
限
り
、
た
ち
ま
ち
、
わ
れ
わ
れ

は
、
そ
れ
に
よ
り
唯
一
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体E

uropean C
om
m
onw
ealth

」
を
永
久
の
無
秩
序
・
無
政
府
状
態
よ
り
救
う
こ
と
の
で

き
、
そ
の
墨
守
す
る
諸
原
理
を
遵
守
す
る
よ
う
自
ら
を
義
務
付
け
る
、
か
の
規
範
の
総
体
を
解
す
る
機
会
を
失
う
。
わ
れ
わ
れ
は
、
国
際

法
の
長
所
短
所
と
も
に
理
解
で
き
な
く
な
る
の
み
な
ら
ず
、
安
全
に
改
変
可
能
な
各
機
構arrangem

ents

と
体
系
全
体
を
散
り
散
り
に

崩
壊
さ
せ
ざ
る
得
な
い
改
変
と
の
区
別
も
つ
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
昨
今
の
国
際
法
の
論
考
の
著
作
者
ら
は
、
卓
越
し
て
見
え
る

ち
ょ
っ
と
し
た
見
解
を
国
際
法
の
真
の
諸
原
理
と
し
て
ま
つ
り
上
げ
て
し
ま
い
、
論
拠
薄
弱
な
憶
説
を
か
か
る
諸
原
理
に
代
用
し
た
が
た

め
に
、
あ
る
学
派
の
政
治
学
者
が
、
国
際
法
を
、
虚
偽
の
諸
前
提
に
依
拠
し
大
げ
さ
な
美
辞
麗
句
に
よ
り
強
弁
さ
れ
た
、
恣
意
的
準
則
の

場
当
た
り
的
寄
せ
集
め
で
あ
る
と
論
難
し
た
と
こ
ろ
で
お
ど
ろ
く
に
値
し
な
い
。
一
方
で
、
英
国
人
に
は
、
さ
て
こ
れ
ま
で
ほ
の
め
か
さ

れ
た
批
判
者
の
ほ
と
ん
ど
は
英
国
人
な
の
で
あ
る
が
、
世
界
の
他
民
族
に
比
べ
万
民
法
の
明
確
な
理
解
に
際
し
著
し
い
欠
陥
が
あ
る
。
英

国
人
は
国
際
法
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
論
点
で
、
自
ら
の
教
育
よ
り
奇
妙
と
感
じ
る
思
想
と
例
証
の
特
質
に
出
く
わ
す
。
多
く
の
専
門
用
語

は
通
俗
表
現
と
重
複
す
る
こ
と
で
英
国
人
を
が
っ
か
り
さ
せ
る
一
方
で
、
残
り
の
専
門
用
語
の
意
味
に
関
し
て
は
、
わ
れ
わ
れ
に
は
、
ラ

テ
ン
語
源
論
と
ロ
ー
マ
非
法
学
文
献
の
対
応
語
の
用
語
法
と
い
う
極
め
て
不
十
分
な
指
針
し
か
な
い
。
英
国
庶
民
院
が
、
現
代
法
学
が

ロ
ー
マ
法
よ
り
受
け
継
い
だ
も
っ
と
も
あ
り
ふ
れ
た
用
語
の
一
つ
に
数
時
間
の
議
論
（
3
）

を
費
や
し
た
の
が
つ
い
一
年
あ
ま
り
前
の
こ
と
で
あ

る
。
ま
た
、
国
際
紛
争
に
お
け
る
両
当
事
者
が
お
互
い
完
璧
に
理
解
し
あ
う
限
り
国
際
法
の
相
対
的
無
知
は
大
し
て
問
題
に
な
ら
な
い
と

か
、
あ
り
そ
う
な
論
と
し
て
、
ロ
ー
マ
法
は
万
民
法
を
極
め
て
緻
密
に
研
究
す
る
に
は
重
要
で
あ
る
が
外
交
で
は
不
要
で
あ
る
な
ど
と
強

弁
し
て
み
せ
て
も
こ
れ
ら
の
指
摘
に
対
す
る
処
方
箋
と
は
な
ら
な
い
。﹇
外
交
﹈
交
渉
に
お
け
る
英
国
の
成
功
が
明
ら
か
に
わ
れ
わ
れ
の

（
一
〇
三
四
）
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ロ
ー
マ
法
軽
視
に
影
響
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
や
公
衆
、
も
し
く
は
他
国
か
ら
の
交
渉
者
ら
が
、
こ
の
理
由
ゆ
え
に
、

た
え
ま
な
く
誤
解
し
あ
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
き
疑
い
の
余
地
は
な
い
。
事
実
、
こ
れ
ら
の
不
十
分
な
相
互
理
解
が
、
そ
の
観
点
よ
り
計
画
、

起
草
さ
れ
た
法
的
視
点
の
み
に
負
う
も
の
で
あ
る
場
合
、
し
か
る
べ
き
論
点
を
喪
失
し
屁
理
屈
と
欺
瞞
に
満
ち
た
も
の
と
し
て
外
交
交
信

に
わ
れ
わ
れ
が
尊
敬
と
感
興
を
拒
絶
す
る
事
、
稀
で
は
な
い
。
一
方
で
、
英
国
起
源
の
国
家
記
録
文
書S

tate P
apers

は
、
そ
の
強
い

意
義
と
直
接
性
よ
り
、
英
国
人
（
の
精
神
）
に
と
り
そ
の
す
べ
て
を
そ
の
眼
前
へ
と
さ
ら
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
の
だ
が
、
公
法
上
の

問
題
を
扱
う
に
際
し
無
意
識
に
追
随
す
る
思
考
の
流
れ
に
一
致
せ
ぬ
た
め
、
ぱ
っ
と
せ
ぬ
印
象
し
か
、
し
ば
し
ば
与
え
ぬ
も
の
で
あ
る
。

実
の
と
こ
ろ
、
実
際
に
ロ
ー
マ
法
の
技
術
性
は
目
に
見
え
る
形
で
は
な
い
も
の
の
、
特
別
訴
答
手
続
の
技
術
性
が
英
国
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の

各
論
点
と
も
つ
関
係
性
と
は
同
程
度
に
、
外
交
的
諸
問
題
と
不
可
分
に
入
り
混
じ
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
の
解
決
さ
れ
ぬ
限
り
、
英

国
の
国
際
影
響
力
は
不
十
分
な
思
考
伝
達
の
明
確
な
不
利
に
よ
り
損
な
わ
れ
る
。
英
公
民
の
か
な
り
の
部
分
が
外
交
交
渉
文
書
を
完
全
に

解
読
出
来
る
よ
う
に
な
る
の
が
望
ま
れ
る
が
、
か
か
る
無
能
の
わ
れ
ら
が
政
治
家
、
外
交
官
へ
の
感
染
防
止
こ
そ
遥
か
に
喫
緊
で
あ
る
。

ロ
ー
マ
法
の
英
国
法
律
家
へ
の
有
益
性
い
か
ん
に
関
わ
ら
ず
、
国
際
問
題
の
檜
舞
台
で
、
他
国
代
理
人
た
ち
に
比
べ
、
舞
台
の
他
の
登
場

人
物
ら
が
知
的
交
流
の
手
段
と
し
て
い
る
種
類
の
知
識
を
備
え
て
い
な
い
と
英
国
が
思
わ
れ
る
な
ど
明
ら
か
な
愚
挙
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
ロ
ー
マ
法
研
究
推
奨
に
ほ
ぼ
興
味
を
も
た
ぬ
で
あ
ろ
う
英
国
の
法
実
務
家
で
さ
え
、
ロ
ー
マ

法
が
他
の
す
べ
て
も
し
く
は
ほ
ぼ
す
べ
て
の
外
国
法
に
対
し
て
持
つ
関
係
性
を
か
ん
が
み
れ
ば
、
ロ
ー
マ
法
学
の
実
益
を
感
じ
ぬ
わ
け
に

は
い
か
ぬ
だ
ろ
う
。
英
国
の
法
律
家
が
そ
の
技
術
的
用
語
法
に
習
熟
し
『
ロ
ー
マ
法
大
全
』
の
主
要
な
法
概
念
を
認
識
す
る
程
度
に
長
期

間
、
ロ
ー
マ
法
学
習
に
親
し
ん
だ
な
ら
ば
、
彼
は
わ
れ
わ
れ
の
法
廷
が
繰
り
返
し
取
り
組
ん
で
き
た
こ
れ
ら
の
外
国
法
の
諸
問
題
を
、
わ

（
一
〇
三
五
）
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一
九
八

れ
わ
れ
固
有
の
法
実
務
の
み
で
培
わ
れ
た
の
で
は
決
し
て
得
る
こ
と
の
で
き
な
い
職
業
的
洞
察
力
と
い
う
利
点
を
持
っ
て
扱
う
こ
と
が
出

来
る
と
自
信
を
持
っ
て
主
張
で
き
る
。
ロ
ー
マ
法
よ
り
全
用
語
法
を
借
用
し
て
い
る
か
、
そ
の
各
原
理
を
採
用
し
て
い
る
か
、
そ
の
法
準

則
の
大
部
分
を
内
部
化
す
る
様
々
な
新
し
い
法
体
系
が
間
断
な
く
累
積
し
て
い
く
の
は
わ
れ
わ
れ
の
時
代
に
最
も
特
異
な
現
象
の
一
つ
で

あ
り
、
社
会
進
歩
の
い
か
な
る
華
や
か
な
現
出
よ
り
も
注
目
に
値
す
る
。
こ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
諸
国
の
漸
進
的
市
民
法
の
統
一
へ
の
近

接
化
は
疑
い
な
く
第
一
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
ま
で
遡
る
。
周
知
の
よ
う
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
各
封
建
的
慣
習
に
よ
り
修
正
さ
れ
た
成
文
ロ
ー
マ

法
に
よ
り
統
治
さ
れ
る
一
連
の
国
々
や
地
域
を
か
っ
て
包
摂
し
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
各
地
域
政
体
の
制
度
が
そ
の
領
域
を
超
え
て
流
行
し

た
り
、
支
持
さ
れ
た
証
拠
は
ま
っ
た
く
な
い
。
事
実
、
前
世
紀
前
半
に
お
い
て
は
大
陸
法
の
教
養
人
の
間
で
英
国
法
び
い
き
の
な
ん
ら
か

の
雰
囲
気
が
あ
っ
た
痕
跡
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
、
こ
れ
は
我
ら
の
法
学
の
諸
準
則
の
な
に
か
の
極
め

て
精
確
な
理
解
か
ら
で
は
さ
ら
さ
ら
な
く
、
当
時
流
行
の
英
国
の
政
治
制
度
へ
の
一
般
的
情
熱
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
た
し
か
に
、
特

に
フ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
は
、
慣
習
法
が
遵
守
さ
れ
る
地
域
に
対
抗
し
て
、「
成
文
法
地
域
」
の
制
度
を
好
む
よ
う
な
目
に
見
え
る
い
か
な

る
兆
候
も
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
到
来
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
た
め
の
唯
一
不
可
分
の
一
般
法
典
が
必
要
と
な
っ

た
。
仏
民
法
典
の
真
の
起
草
者
ら
が
う
け
た
特
別
な
訓
練
に
つ
き
分
か
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
最
終
的
に
『
ナ
ポ
レ
オ
ン
法
典
』

と
し
て
で
き
た
形
を
み
る
か
ぎ
り
、
た
い
し
た
不
精
確
性
も
お
か
さ
ず
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
実
務
よ
り
あ
ら
ゆ
る
封
建
的
不
純
物
を
排
除

し
た
ロ
ー
マ
法
諸
準
則
の
要
約
（
4
）

で
あ
る
と
叙
述
し
う
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
各
ロ
ー
マ
法
準
則
は
全
案
件
に
お
い
て
そ
れ
ら
に
与
え
ら

れ
た
拡
張
解
釈
と
そ
れ
ら
に
対
し
一
、
二
の
フ
ラ
ン
ス
の
著
名
法
学
者
、
な
か
ん
ず
く
ポ
テ
ィ
エ
に
よ
り
、
与
え
ら
れ
た
釈
義
と
と
も
に

採
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
各
種
征
服
事
業
に
よ
り
、
こ
の
法
典
体
系
は
仏
帝
国
全
領
域
お
よ
び
直
接
支
配
を
受
け
た
諸
王
国

に
移
植
さ
れ
た
が
、
そ
れ
が
前
例
の
な
い
速
さ
と
粘
り
強
さ
で
根
付
い
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
の
各
法
典
に
対
す
る
最
大

（
一
〇
三
六
）
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一
九
九

の
賛
辞
は
、
そ
れ
ら
の
導
入
諸
国
の
人
民
と
一
般
公
衆
に
お
け
る
大
い
な
る
永
続
的
人
気
で
あ
る
。
こ
の
兆
候
に
ど
の
程
度
の
意
義
を
見

出
す
べ
き
か
は
、
わ
れ
わ
れ
自
身
の
将
来
の
経
験
か
ら
学
ぶ
よ
り
な
か
ろ
う
が
、
さ
て
、
こ
の
経
験
よ
り
確
か
な
の
は
、
大
衆
の
大
部
分

が
自
己
の
統
治
さ
れ
る
市
民
生
活
の
特
定
の
各
準
則
に
、
概
し
て
、
い
か
に
徹
頭
徹
尾
無
関
心
で
あ
る
か
、
最
も
情
熱
的
な
法
改
正
運
動

で
さ
え
い
か
に
極
め
て
皮
相
的
で
あ
る
か
と
い
う
事
で
あ
る
。
一
八
一
五
年
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
帝
国
の
瓦
解
に
よ
り
、
復
権
を
果
た
し
た
各

政
府
の
ほ
と
ん
ど
は
、
祖
国
の
古
来
の
慣
習
に
取
っ
て
代
わ
っ
た
こ
の
侵
略
法
学
を
駆
逐
し
よ
う
と
極
め
て
強
く
望
ん
だ
。
し
か
し
、
そ

の
人
民
が
フ
ラ
ン
ス
法
を
最
も
貴
重
な
財
産
と
し
て
称
賛
し
て
い
る
こ
と
に
彼
ら
は
気
づ
か
さ
れ
、
仏
法
を
転
覆
し
よ
う
と
す
る
企
み
は

ご
く
少
数
の
場
合
を
の
ぞ
い
て
放
棄
さ
れ
、
ほ
と
ん
ど
の
国
家
に
お
い
て
一
時
休
止
の
の
ち
、
仏
諸
法
典
は
復
興
さ
れ
た
。
そ
し
て
仏
諸

法
典
は
一
度
で
も
そ
れ
を
享
受
し
た
ほ
ぼ
す
べ
て
の
国
で
再
承
認
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
他
の
無
数
の
政
治
的
共
同
体
で
も
、
時
折
も
っ

と
も
恐
る
べ
き
抵
抗
を
受
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
成
功
を
お
さ
め
た
。
そ
の
ま
ま
で
あ
れ
、
少
々
修
正
さ
れ
た
形
で
あ
れ
、
こ
の
ロ
ー

マ
化
さ
れ
た
法
学
の
拡
散
は
極
め
て
着
実
か
つ
無
抵
抗
で
あ
っ
た
の
で
、
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
市
民
法
は
そ
れ
に
併
呑
、
吸
収
さ
れ
た
。

な
お
、
加
え
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
諸
法
典
の
民
事
的
部
分
が
、
フ
ラ
ン
ス
と
似
た
特
殊
な
国
制
を
持
つ
社
会
に
の
み
適
合
す
る

と
み
と
め
ら
れ
た
と
考
え
る
の
は
あ
ま
り
に
も
あ
り
ふ
れ
た
誤
謬
で
あ
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
一
方
で
主
に
遺
言
上
の
権
限
の
拡
大
、

も
う
一
方
で
限
嗣
権
と
長
子
相
続
権
の
保
全
に
向
け
ら
れ
た
修
正
、
加
筆
を
経
て
、
フ
ラ
ン
ス
民
事
諸
法
は
フ
ラ
ン
ス
と
は
似
て
も
似
つ

か
ぬ
よ
う
な
社
会
条
件
の
国
々
に
受
容
さ
れ
た
。
仏
法
と
そ
の
主
旨
の
六
分
の
五
を
同
じ
く
す
る
成
文
法
学
が
、
現
時
点
で
、
君
主
国
で

根
深
い
封
建
的
地
域
も
あ
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
（
5
）

、
フ
ラ
ン
ス
の
よ
う
な
文
明
の
中
心
地
に
極
め
て
近
い
商
業
国
家
オ
ラ
ン
ダ
、
原
始
的
で
ほ

ぼ
文
明
化
さ
れ
て
お
ら
ぬ
シ
チ
リ
ア
や
南
イ
タ
リ
ア
を
、
規
制
し
て
い
る
。

（
一
〇
三
七
）
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二
〇
〇

さ
て
、
半
世
紀
に
満
た
ぬ
間
に
ほ
ぼ
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
ロ
ー
マ
市
民
法
に
基
づ
く
一
法
学
が
拡
散
し
た
こ
の
事
実
は
否
定
し
え
ぬ
極
め

て
非
凡
な
も
の
で
あ
る
が
、
徐
々
に
進
展
し
て
き
た
事
情
に
か
ん
が
み
れ
ば
、
こ
の
事
は
そ
の
重
大
性
の
大
部
分
を
失
っ
て
し
ま
う
、
つ

ま
り
、
フ
ラ
ン
ス
諸
法
典
は
英
国
法
と
直
接
的
に
競
合
す
る
必
要
は
必
ず
し
も
も
っ
て
こ
な
か
っ
た
と
考
え
る
人
々
が
疑
い
な
く
い
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
ロ
ー
マ
法
化
さ
れ
た
法
学
の
こ
れ
ら
の
各
征
服
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
我
ら
自
身
の
法
体
系
の
諸
原
理
の
同
じ

く
極
め
て
広
範
な
分
野
で
の
領
有
に
よ
り
、
相
殺
さ
れ
う
る
と
い
う
主
張
を
わ
れ
わ
れ
は
容
易
に
予
想
出
来
る
。
そ
の
場
合
、
英
国
の
非

法
典
化
法
学
は
、
そ
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
と
衡
平
法
の
相
克
や
他
の
特
徴
的
変
則
性
も
含
め
、
す
で
に
何
百
万
人
と
お
り
、
社
会
活
動
に
お

い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
最
も
進
歩
的
な
高
尚
性
を
も
っ
た
各
共
同
体
に
引
け
を
取
ら
ぬ
こ
と
で
も
は
や
隠
れ
な
き
人
口
集
団
（
※
ア
メ

リ
カ
の
人
々
）
を
着
実
に
そ
の
影
響
圏
へ
と
集
積
中
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
得
よ
う
。
当
論
考
の
目
的
は
英
国
法
を
貶
め
る
こ
と
で
も
な
け

れ
ば
、
ま
し
て
や
、
各
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
社
会
に
お
け
る
英
国
法
の
適
合
性
を
論
難
す
る
も
の
で
も
な
い
が
、
こ
こ
で
示
唆
さ
れ
た

よ
う
な
対
比
は
、
今
の
所
、
期
待
さ
れ
た
よ
う
な
成
果
に
は
つ
な
が
ら
ぬ
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
合
衆
国
の
母
国
か
ら
の
分
離
よ

り
長
年
に
わ
た
り
、
連
邦
政
府
の
未
占
有
領
域
に
た
て
つ
づ
け
に
形
成
さ
れ
て
き
た
新
州
は
み
な
、
英
国
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
と
早
期

ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
諸
立
法
に
よ
り
ロ
ン
ド
ン
慣
習
法
に
幾
分
似
通
っ
た
も
の
へ
と
修
正
さ
れ
た
コ
モ
ン
・
ロ
ー
を
、
立
法
不
在

の
場
合
に
お
け
る
、
各
裁
判
所
の
判
決
の
基
準
と
み
な
し
て
来
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
か
か
る
単
一
モ
デ
ル
へ
の
忠
実
な
支
持
は

一
八
二
五
年
頃
に
終
わ
っ
た
。
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
支
配
に
任
さ
れ
て
よ
り
か
な
り
の
期
間
、
英
国
判
例
法
と
フ
ラ

ン
ス
の
法
典
法
と
ス
ペ
イ
ン
の
実
務
慣
習
の
奇
妙
な
複
合
体
で
あ
る
一
団
の
民
事
準
則
を
遵
守
し
て
い
た
。
こ
の
非
調
和
的
な
法
学
の
総

体
の
固
定
化
が
決
議
さ
れ
、
一
回
以
上
の
不
成
功
に
終
わ
っ
た
実
験
の
後
、
こ
の
事
業
は
リ
ビ
ン
グ
ス
ト
ン
氏
と
い
う
当
代
一
の
法
的
天

才
に
託
さ
れ
た
。
ほ
ぼ
独
力
で
（
6
）

、
彼
は
『
ル
イ
ジ
ア
ナ
民
法
典
』
を
編
纂
し
た
が
、
こ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
ロ
ー
マ
法
の
復
刻
物
中
、
わ
れ
わ

（
一
〇
三
八
）
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二
〇
一

れ
に
と
り
も
っ
と
も
明
晰
、
包
括
的
、
哲
学
的
で
、
か
つ
、
も
っ
と
も
現
代
社
会
の
急
務
に
適
合
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
い
ま
や
、
コ
モ

ン
・
ロ
ー
で
は
な
く
こ
の
『
ル
イ
ジ
ア
ナ
民
法
典
』
を
最
新
の
ア
メ
リ
カ
各
州
は
自
ら
の
立
法
の
基
盤
と
み
な
し
て
い
る
。
事
実
、
こ
の

『
ル
イ
ジ
ア
ナ
民
法
典
』
の
影
響
の
拡
大
は
ア
メ
リ
カ
連
邦
政
府
の
国
家
領
域
の
拡
大
と
厳
密
に
軌
を
一
に
し
て
い
る
。
そ
の
上
、
同
法

典
は
よ
り
古
く
よ
り
の
ア
メ
リ
カ
各
州
に
目
に
見
え
る
影
響
を
あ
た
え
て
き
て
い
る
。
同
法
典
の
成
功
と
人
気
抜
き
に
は
、
お
そ
ら
く
、

わ
れ
わ
れ
は
、
英
国
法
学
に
課
さ
れ
た
史
上
最
大
の
実
験
、
目
下
進
行
中
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
全
法
の
法
典
化
、
確
認
立
法
化

consolidation

を
目
の
当
た
り
と
す
る
栄
誉
に
浴
す
る
事
は
出
来
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

ゆ
え
に
、
ロ
ー
マ
法
は
急
速
に
普
遍
法
学
の
「
共
通
言
語
（
リ
ン
ガ
・
フ
ラ
ン
カ
）」
化
し
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
現
時
点
で
さ
え
、

英
国
人
の
感
情
の
現
状
が
そ
の
中
途
半
端
な
実
現
し
か
許
さ
ぬ
で
あ
ろ
う
も
の
の
、
ロ
ー
マ
法
学
習
は
英
国
の
法
律
家
を
し
て
、
ほ
ぼ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
域
の
各
法
制
度
と
ア
メ
リ
カ
の
大
部
分
に
浸
潤
す
る
ロ
ー
マ
法
の
技
術
性
と
、
ロ
ー
マ
法
が
そ
れ
ら
の
基
盤
と
し
て
据
え

る
法
的
な
諸
概
念
に
慣
れ
親
し
ま
せ
る
こ
と
を
正
当
に
期
待
し
う
る
。
も
し
こ
れ
ら
の
提
案
が
事
実
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
こ
こ
で
主
張

さ
れ
る
法
学
教
育
の
改
良
を
こ
れ
以
上
唱
道
す
る
要
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
極
め
て
機
敏
な
法
実
務
家
が
外
国
法
の
最
も
単
純
な
問
題
に
対

し
費
や
す
無
駄
な
労
力
は
、
ロ
ー
マ
法
教
育
が
教
育
機
関
で
な
さ
れ
る
場
合
の
知
識
の
有
益
性
の
尺
度
で
あ
る
。

多
く
の
英
国
人
に
と
り
、
曖
昧
で
あ
る
が
決
定
的
な
も
の
と
し
て
、
ロ
ー
マ
法
学
習
と
激
烈
な
論
争
の
あ
る
法
典
化
問
題
と
の
関
係
性

が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
こ
れ
ら
二
つ
の
主
題
が
関
係
性
を
持
っ
て
い
る
事
実
よ
り
、
そ
れ
ら
が
お
互
い
に
と
り
い
か
な
る
真
の
意
味
合
い

を
有
す
る
の
か
、
わ
れ
わ
れ
自
身
の
見
解
よ
り
、
明
示
す
る
努
力
を
な
す
必
要
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
ま
ず
そ
の
企
て
の
前
に
、
こ
の

（
一
〇
三
九
）



日
本
法
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第
八
十
四
巻
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四
号
（
二
〇
一
九
年
三
月
）

二
〇
二

「
法
典
化C

odifi cation

」
の
語
は
現
代
起
源
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
既
に
意
味
変
容
に
よ
る
質
的
低
下degradation of 

m
eaning

を
こ
う
む
っ
て
き
て
お
り
、
か
か
る
意
味
変
容
は
、
法
的
及
び
通
俗
的
用
語
法
の
境
界
領
域
に
位
置
す
る
あ
ら
ゆ
る
英
語
語
彙

に
潜
在
す
る
と
思
わ
れ
、
あ
る
重
要
な
二
義
性
を
生
み
出
し
て
き
た
と
指
摘
す
る
の
は
価
値
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
英
国
法
の
法
典
化
事
業

を
肯
定
す
る
側
も
否
定
す
る
側
も
、
明
ら
か
に
法
典
化
を
二
つ
の
異
な
る
意
味
で
述
べ
て
い
る
。
第
一
に
、
彼
ら
は
、
法
典
化
と
い
う
語

を
、
不
文
法
の
成
文
法
へ
の
転
換
の
同
意
語
と
し
て
使
用
し
て
い
る
。
こ
の
意
味
と
こ
れ
よ
り
触
れ
る
他
の
意
味
と
の
間
の
差
異
は
、

ロ
ー
マ
法
学
の
幕
を
開
け
た
十
二
表
法
と
ロ
ー
マ
法
学
を
終
幕
し
た
ユ
帝
『
ロ
ー
マ
法
大
全
』
の
二
法
典
の
指
摘
よ
り
最
も
良
く
例
証
さ

れ
う
る
で
あ
ろ
う
。
法
史
の
黎
明
期
に
お
い
て
は
、
各
共
同
体
の
慣
習
も
し
く
は
儀
式
の
知
識
は
、
普
遍
的
に
、
貴
族
階
級
、
一
カ
ー
ス

ト
、
も
し
く
は
神
官
団
と
い
っ
た
、
特
権
階
級
の
下
に
留
め
お
か
れ
て
き
た
。
法
が
彼
ら
の
胸
中
に
留
め
お
か
れ
る
限
り
、
そ
れ
は
真
の

不
文
法
で
あ
る
。
法
寡
占
階
級
が
独
占
的
情
報
を
て
ば
な
す
よ
う
強
い
ら
れ
、
共
同
体
生
活
の
各
準
則
が
成
文
化
さ
れ
、
公
衆
の
眼
前
に

公
表
さ
れ
、
全
社
会
が
ア
ク
セ
ス
可
能
に
な
っ
た
時
、
そ
れ
は
成
文
法
と
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
十
二
表
法
、
ド
ラ
コ
ン
の
立
法
、
一
定
限

度
は
ソ
ロ
ン
の
立
法
、
最
初
期
の
ヒ
ン
ド
ゥ
立
法
な
ど
は
、
こ
の
言
葉
の
第
一
の
意
味
に
お
け
る
「
法
典
化
」
の
産
物
で
あ
っ
た
。
英
国

の
判
事
た
ち
や
フ
ラ
ン
ス
慣
習
法
地
域
の
各
高
等
法
院
が
、
自
身
が
一
般
大
衆
に
は
未
だ
全
貌
を
あ
ら
わ
に
し
て
い
な
い
一
団
の
法
の
貯

蔵
庫
で
あ
る
と
、
長
い
間
主
張
し
て
き
た
し
、
自
身
を
そ
う
み
な
し
て
き
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
根
拠
の
実
際
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
理
論
は
す
こ
し
ず
つ
崩
壊
し
て
い
き
、
つ
い
に
は
、
立
法
府
の
み
が
、
そ
れ
ま
で
以
前
の
実
定
立
法
や

権
威
的
転
籍
や
権
威
的
記
録
で
法
で
あ
る
と
明
記
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
事
柄
を
、
法
で
あ
る
と
宣
言
す
る
特
権
を
有
す
る
と
、
明
確
に
、

も
っ
と
も
必
ず
し
も
常
に
す
す
ん
で
で
は
な
か
っ
た
が
、
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は
み
る
の
で
あ
る
。
爾
来
、
裁

判
官
職
務
の
古
来
よ
り
の
理
論
は
、
あ
ら
ゆ
る
法
は
宣
明
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
一
方
で
、
そ
の
法
の
い
か
な
る
部
分
に
特
定
の
準
則

（
一
〇
四
〇
）



「
ロ
ー
マ
法
と
法
学
教
育
」（
菊
池
）

二
〇
三

が
見
出
さ
れ
る
べ
き
か
を
絶
対
的
確
定
性
を
も
っ
て
指
し
示
す
権
限
を
有
す
る
の
は
裁
判
官
の
み
で
あ
る
と
い
う
仮
定
に
と
っ
て
か
わ
ら

れ
た
。
少
な
く
と
も
革
命
の
二
世
紀
前
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
「D

roit C
outum

ier

慣
習
法
」
は
、
伝
統
上
未
だ
「
書
か
れ
た
法D

roit 

É
crit

」
こ
と
、
ロ
ー
マ
法
に
対
置
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
成
文
法
化
し
て
お
り
、
王
令
、「
封
建
法
書L

ivres de C
outum

es

」、
慣
習

法
学
者
の
書
籍
の
外
よ
り
慣
習
法
を
み
い
だ
そ
う
と
す
る
素
振
り
を
す
る
者
は
誰
も
い
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
英
国
法
に
お
い
て
し
う
る

あ
ら
ゆ
る
主
張
は
、『
一
般
制
定
法
集S

tatutes at L
arge （ⅶ

）
』
の
い
ず
れ
か
の
章
、
も
し
く
は
、
八
百
巻
に
及
ぶ
わ
れ
わ
れ
の
判
例
集
の

い
ず
れ
か
の
頁
に
見
出
し
う
る
事
を
、
英
国
の
誰
も
、
と
り
わ
け
確
実
に
い
か
な
る
裁
判
官
も
、
否
定
す
る
こ
と
は
な
い
。
ゆ
え
に
、
英

国
法
は
成
文
法
で
あ
る
し
、
不
文
法
の
成
文
化
を
「
法
典
化C

odifi cation

」
と
よ
ぶ
な
ら
、
法
典
化
さ
れ
た
法
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、「
法
典
化C

odifi cation

」
と
い
う
用
語
は
、
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
帝
の
一
大
実
験
と
の
語
の
関
係
性
よ
り
く
る
、
完
全
に
別
な
意
味

で
も
使
わ
れ
る
。
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
が
帝
位
に
つ
い
た
時
点
で
、
ロ
ー
マ
法
は
何
百
年
に
も
わ
た
り
書
き
と
め
ら
れ
て
き
た
。
ユ
帝
と

そ
の
諮
問
官
団
の
事
業
は
、
こ
の
書
き
と
め
ら
れ
た
法
に
秩
序
あ
る
配
列
を
与
え
る
事
、
つ
ま
り
、
ロ
ー
マ
法
を
曖
昧
さ
、
不
確
実
性
、

矛
盾
性
よ
り
救
出
し
、
無
関
係
な
叙
述
や
不
要
な
重
複
を
削
除
す
る
事
、
分
量
を
減
ら
す
事
、
そ
の
学
習
を
奨
励
す
る
事
、
適
用
の
便
宜

化
で
あ
っ
た
。
こ
の
試
み
は
、
成
功
し
た
か
否
は
ま
た
別
と
し
て
、「
法
典
化C

odifi cation

」
に
別
の
意
味
を
付
与
し
た
。
こ
の
「
法
典

化
」
は
、
書
き
と
め
ら
れ
た
法
の
「
上
手
に
」
書
か
れ
た
法
へ
の
転
換
を
意
味
し
、
こ
の
意
味
で
は
、
英
国
法
学
は
「
法
典
化
」
さ
れ
て

い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
内
在
的
利
点
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
知
ら
ぬ
が
、
英
国
法
は
緩
慢
、
冗
長
に
叙
述
さ
れ
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、

そ
の
『
ロ
ー
マ
法
大
全
』
に
当
た
る
も
の
は
法
学
図
書
館
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
こ
の
第
二
の
意
味
に
お
け
る
「
法
典
化
」
こ
そ
、

確
か
に
、
最
も
高
等
か
つ
価
値
あ
る
人
間
営
為
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
英
国
が
こ
の
事
業
の
資
格
を
得
る
の
に
具
体
的
に
何
が
必
要
と
さ

れ
る
か
を
知
る
こ
と
は
つ
ね
に
困
難
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
許
せ
る
程
度
に
明
ら
か
な
の
は
、
い
や
し
く
も
法
が
起
草
さ
れ
る
な
ら
ば
、

（
一
〇
四
一
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
四
号
（
二
〇
一
九
年
三
月
）

二
〇
四

明
瞭
、
簡
潔
、
精
確
に
書
か
れ
る
の
が
望
ま
し
い
と
い
う
事
で
あ
る
。
真
の
問
題
は
、「
法
典
化
」
自
体
が
良
い
か
ど
う
か
で
は
な
く
、

立
法
事
業
の
完
遂
を
妨
げ
る
各
困
難
を
克
服
す
る
力
が
英
国
に
あ
る
か
で
あ
る
。
既
存
法
の
精
確
な
知
識
を
持
ち
、
立
法
に
必
要
な
語
彙

を
完
全
に
使
い
こ
な
し
、
法
分
類
の
諸
原
理
に
造
詣
が
深
い
集
団
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
？
こ
れ
が
無
理
な
ら
ば
、
英
国
法
法
典
化

の
主
張
は
大
い
に
弱
体
化
さ
れ
る
。
完
全
に
理
解
さ
れ
巧
み
に
運
用
さ
れ
る
が
酷
く
表
現
さ
れ
た
法
の
ほ
う
が
、
ど
こ
に
目
あ
て
の
知
識

が
あ
る
か
分
か
ら
ぬ
酷
く
表
現
さ
れ
た
法
よ
り
ま
し
な
こ
と
を
否
定
す
る
も
の
は
ほ
ぼ
な
い
。
そ
し
て
、
実
の
所
、
英
国
人
は
優
れ
た
制

定
法
を
作
れ
る
が
、
法
典
を
求
め
る
に
は
い
ま
だ
未
熟
で
あ
る
と
容
認
す
る
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
に
は
ま
だ
で
き
て
お
ら
ぬ
よ
う
で
あ
る
。

ロ
ー
マ
法
を
知
っ
て
さ
え
い
れ
ば
、
英
国
人
が
法
典
化
に
伴
う
諸
問
題
に
対
処
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
う
そ
ぶ
く
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
れ
で
も
、
法
的
及
び
立
法
語
彙
の
修
養
を
た
す
け
る
ロ
ー
マ
法
学
習
が
法
律
家
に
そ
の
事
業
の
た
め
の
新
能
力
を
武
装
と
し
て
与
え
る

こ
と
は
確
実
で
あ
る
し
、
英
国
法
律
用
語
に
対
す
る
ベ
ン
サ
ム
の
実
験
の
さ
さ
や
か
な
成
功
を
か
ん
が
み
る
に
、
あ
る
種
の
法
学
の
「
速

記
術T

he S
hort-hand

」
と
も
言
え
る
ロ
ー
マ
法
学
の
素
晴
ら
し
い
専
門
用
語
体
系
の
助
け
に
よ
り
、
は
じ
め
て
英
国
法
の
法
典
化
は

実
行
可
能
と
な
る
と
主
張
し
て
も
だ
い
た
い
よ
か
ろ
う
。
法
典
化
反
対
論
者
の
強
弁
で
よ
く
あ
る
の
が
法
典
化
さ
れ
た
法
は
注
釈
を
生
み

出
す
内
在
的
性
向
が
あ
る
と
か
、
時
に
言
う
よ
う
に
、
法
典
は
常
に
注
解
と
評
釈
判
例
に
「
覆
わ
れ
る
」
運
命
に
あ
る
と
か
い
っ
た
こ
と

で
あ
る
。
か
か
る
法
典
化
反
対
論
の
学
者
た
ち
は
、
よ
く
理
解
も
で
き
て
お
ら
ぬ
外
国
法
学
の
統
計
よ
り
論
じ
る
よ
り
、
自
身
の
経
験
に

目
す
れ
ば
、
自
分
た
ち
の
意
見
が
つ
ま
ら
な
い
か
矛
盾
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
か
り
に
、
法
典
化
さ
れ
た
法
と
い
う
言
葉
で

単
に
書
か
れ
た
法
を
彼
ら
が
意
図
す
る
な
ら
、
自
身
の
論
点
を
証
明
す
る
の
に
彼
ら
は
出
発
点
よ
り
離
れ
る
必
要
は
な
か
ろ
う
、
な
ぜ
な

ら
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
民
法
典
に
負
け
ず
劣
ら
ず
書
か
れ
た
法
で
あ
る
英
国
法
は
、
毎
年
、
一
万
五
千
ほ
ど
の
権
威
あ
る
判
決
と
、
五
十
冊
ほ

（
一
〇
四
二
）



「
ロ
ー
マ
法
と
法
学
教
育
」（
菊
池
）

二
〇
五

ど
の
非
権
威
的
注
解
を
た
ち
ど
こ
ろ
に
生
み
出
す
か
ら
で
あ
る
。
も
う
一
方
で
、
こ
れ
ら
の
批
判
者
た
ち
に
よ
り
法
典
化
さ
れ
た
法
と
い

う
言
葉
で
、
人
間
技
術
の
極
限
ま
で
明
瞭
か
つ
調
和
的
に
表
現
さ
れ
た
法
が
意
味
さ
れ
て
い
る
な
ら
、
か
れ
ら
の
主
張
は
、
よ
く
で
き
た

制
定
法
が
で
き
の
悪
い
制
定
法
よ
り
多
く
の
注
釈
を
生
み
出
す
、
つ
ま
り
、
土
地
移
転
許
可
料
及
び
限
嗣
設
定
排
除
馴
合
訴
訟
廃
止
法

the A
ct for the A

bolition of F
ines and R

ecoveries （ⅷ
）

が
テ
ル
ソ
ン
法the T

hellusson A
ct （ⅸ

）
よ
り
多
く
の
判
例
を
生
み
出
し
た
は
ず

だ
と
い
う
と
ん
で
も
な
い
結
論
を
生
み
出
す
か
ら
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
よ
う
な
言
い
が
か
り
の
根
底
に
あ
る
事
実
は
、
い
か
に
高

度
な
技
術
が
法
典
に
適
用
さ
れ
よ
う
が
司
法
解
釈
に
よ
る
法
の
拡
張
を
完
全
防
止
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
ベ
ン
サ
ム

は
そ
う
は
考
え
な
か
っ
た
し
、
い
く
つ
か
の
法
典
で
も
単
な
る
司
法
判
例
に
基
づ
く
訴
え
が
明
示
的
に
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
法
準
則
の
現
実
の
事
件
へ
の
適
用
が
そ
の
帰
属
す
る
法
体
系
を
拡
大
、
変
質
し
て
い
く
過
程
は
、
極
め

て
精
妙
で
気
づ
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
法
解
釈
者
の
意
思
に
反
し
て
ま
で
進
行
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
法
典

に
お
い
て
、
法
典
の
供
給
す
る
諸
原
理
は
す
べ
て
の
あ
り
得
る
問
題
の
解
決
と
同
値
で
あ
る
と
い
う
、
直
接
間
接
の
暗
黙
の
前
提
は
、
ベ

ン
サ
ム
が
裁
判
官
生
成
法Judge-m
ade L

aw
と
よ
ん
だ
で
あ
ろ
う
も
の
を
作
り
出
す
権
限
を
必
然
的
に
伴
う
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な

が
ら
そ
れ
で
も
、
司
法
に
よ
る
法
鼎
立judicial legislation

を
最
小
に
す
る
手
段
は
あ
る
。
法
典
は
、
制
定
法
同
様
、
起
草
者
の
起
草

技
術
に
比
例
し
司
法
判
断
に
よ
る
解
釈
者
の
役
割
を
制
限
す
る
。
極
め
て
控
え
め
な
利
用
（
7
）

で
は
あ
る
も
の
の
フ
ラ
ン
ス
法
の
解
釈
で
判
例

が
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
対
し
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
法
典
の
起
草
者
た
ち
よ
り
多
く
の
有
利
な
立
場
を
有
す
る
起
草
者
ら
に
よ
り
作
成

さ
れ
た
『
ル
イ
ジ
ア
ナ
民
法
典
』
は
、
期
待
通
り
、
ア
メ
リ
カ
の
同
州
の
法
律
家
た
ち
は
判
例
に
対
し
て
な
ん
の
敵
意
を
も
っ
て
お
ら
ぬ

の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
判
例
法
に
よ
り
ほ
と
ん
ど
変
更
を
受
け
て
い
な
い
と
言
わ
れ
る
。
し
か
し
、
司
法
判
断
先
例
過
依
存
へ
の
最
も
確

か
な
処
方
箋
と
英
国
法
の
一
法
典
の
不
完
全
性
へ
の
最
良
の
軽
減
策
は
、
ロ
ー
マ
法
学
の
中
で
極
度
に
発
展
さ
れ
た
特
有
の
機
微
で
あ
る
。

（
一
〇
四
三
）
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二
〇
六

明
示
的
成
文
準
則
の
解
釈
と
操
作
に
お
い
て
与
え
ら
れ
る
ロ
ー
マ
法
よ
り
の
教
訓
に
つ
き
、
わ
れ
わ
れ
は
す
で
に
み
て
き
た
。
ロ
ー
マ
法

学
の
学
習
そ
れ
自
体
が
こ
れ
ら
の
特
定
的
な
訓
練
教
育
で
あ
る
と
す
ら
首
肯
で
き
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
訴
訟
で
争
わ
れ
た
問
題
と
は
別
に
、
わ
れ
わ
れ
の
法
で
常
時
進
行
し
て
い
る
「
暗
黙
の
法
典
化the tacit 

C
odifi cation

」（
常
に
第
二
の
意
味
に
解
さ
る
）
に
つ
き
注
意
が
払
わ
れ
う
る
。
毎
度
、
一
連
の
判
例
の
帰
結
が
一
つ
の
方
式a form

ula

に
表
明
さ
れ
る
た
び
、
そ
れ
が
個
人
の
学
識
に
よ
る
権
威
で
あ
れ
長
期
の
慣
用
に
よ
る
権
威
で
あ
れ
、
そ
の
方
式
は
権
威
を
ま
と
う
こ
と

と
な
り
、
各
裁
判
所
は
元
来
そ
れ
が
依
拠
し
た
各
判
例
に
訴
え
る
ぐ
ら
い
で
は
、
そ
の
文
言
を
変
更
す
る
こ
と
に
消
極
的
に
な
っ
て
く
る

に
至
る
、
そ
ん
な
時
、
そ
の
よ
う
な
条
件
下
で
、「
そ
の
限
り
に
お
い
てpro tanto

」、
あ
る
種
の
「
法
典
化
」
が
存
す
る
。
幾
百
も
の
、

い
や
、
事
実
幾
千
も
の
裁
判
官
見
解
…
内
、
少
な
か
ら
ぬ
命
題
は
定
評
あ
る
法
学
作
品
、
た
と
え
ば
、『
売
主
及
び
買
主
に
つ
い
て
』
だ

と
か
『
権
限
に
つ
い
て
』
だ
と
か
の
著
名
書
籍
の
作
者
ら
に
誘
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
…
は
、
法
典
テ
キ
ス
ト
と
名
称
上
で
の
み
し
か

区
別
が
つ
か
な
い
。
ま
た
、
法
曹
界
に
流
通
す
る
言
葉
遣
い
が
隠
蔽
し
て
い
る
も
の
の
、
鋭
い
観
察
者
な
ら
、
今
現
在
、
各
特
定
の
法
的

原
理
が
い
わ
ば
、
型
に
嵌
め
定
型
化
さ
れ
るstereotyped
過
程
が
並
外
れ
た
速
さ
で
進
展
中
な
の
を
見
抜
く
だ
ろ
う
。
実
は
、
こ
れ
は
、

膨
大
に
膨
れ
上
が
る
わ
れ
わ
れ
の
判
例
法
に
完
全
に
圧
倒
さ
れ
て
し
ま
わ
ぬ
よ
う
、
わ
れ
わ
れ
を
救
済
し
て
く
れ
る
主
要
作
用
の
一
つ
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
到
達
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
操
作
に
お
い
て
、
ロ
ー
マ
法
の
与
え
る
も
の
と
し
て
従
来
、
叙
述
さ
れ
て
き
て
い
る
各
補
助

手
段
の
働
く
余
地
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
決
し
て
絶
え
る
こ
と
の
な
い
、
あ
る
準
則
が
先
例
群
を
見
直
す
に
際
し
変
形
、
変
更
さ
れ

る
機
会
（
ⅹ
）

は
、
命
題
は
固
定
さ
れ
た
も
の
と
し
て
解
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
解
釈
原
理
の
濫
用
を
疑
い
な
く
防
止
す
る
も
の
で
あ

る
。
し
か
る
に
、
議
会
制
定
法
に
は
そ
の
よ
う
な
変
更
の
危
険
性
は
切
迫
し
て
な
い
（
ⅺ
）

の
で
は
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
の
法
学
の
当
部
門
の
現

（
一
〇
四
四
）
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七

況
、
そ
の
広
域
性
と
今
ま
で
に
な
く
増
大
す
る
重
要
性
よ
り
、
わ
れ
わ
れ
の
法
学
教
育
改
革
は
も
っ
と
も
差
し
迫
っ
た
課
題
と
な
っ
て
い

る
の
は
確
か
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
間
で
今
や
ほ
ぼ
諺
の
ご
と
く
膾
炙
す
る
の
は
、
英
国
法
律
家
は
、
自
己
の
精
通
す
る
判
例
法
分
野
で

は
無
双
で
あ
る
が
、
明
示
成
文
立
法
を
扱
う
に
は
無
能
で
あ
る
、
の
言
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
落
ち
度
は
立
法
府
に
あ
る
と
み

な
し
、
実
務
法
曹
は
、
こ
の
欠
陥
を
軽
々
と
恥
か
し
げ
な
く
口
に
す
る
。
わ
れ
わ
れ
の
立
法
が
明
晰
性
、
簡
潔
性
、
秩
序
だ
っ
た
配
列
に

お
い
て
時
に
最
高
の
水
準
に
み
た
ぬ
こ
と
は
問
う
ま
で
も
な
き
事
実
で
あ
り
、
か
か
る
自
白
の
主
旨
は
徹
頭
徹
尾
真
実
で
あ
る
の
だ
が
、

そ
れ
で
も
、
こ
の
言
い
訳
は
、
単
に
叱
責
の
矛
先
を
一
段
ず
ら
す
の
み
に
過
ぎ
ぬ
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
わ
れ
わ
れ
の
制
定
法
は

法
律
家
に
よ
り
起
草
さ
れ
て
い
る
こ
と
疑
う
も
の
は
お
ら
ず
、
と
ど
の
つ
ま
り
、
秩
序
だ
っ
て
配
列
す
る
能
力
や
包
括
的
表
現
の
力
量
が

い
か
な
る
も
の
で
あ
れ
、
そ
れ
は
法
曹
職the B
ar

の
中
に
見
出
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
制
定
法
集S

tatute B
ook

は
立

法
府
の
誉
れ
と
は
と
て
も
な
ら
ぬ
も
の
の
、
同
時
に
、「
各
法
専
門
家
の
恥opprobrium

 jurisperitorum

」
で
は
あ
る
。
も
っ
と
も
、

そ
れ
ら
の
立
法
状
況
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
れ
は
し
ば
し
ば
目
を
見
張
る
素
晴
ら
し
い
仕
事
を
し
て
み
せ
る
各
起
草
者
の
せ
い
で
は
な
い
。

英
国
法
律
職
一
般
に
特
殊
な
精
神
習
慣
に
起
因
す
る
と
す
る
の
が
ず
っ
と
正
当
で
あ
る
。
そ
し
て
事
実
、
こ
れ
は
、
法
体
系
の
一
貫
性
と

一
体
性
保
持
に
は
、
裁
判
官
同
士
に
お
け
る
共
通
理
解
と
各
裁
判
所
間
の
自
由
な
先
例
交
換
同
様
、
統
一
的
法
学
教
育
制
度
が
不
可
欠
で

あ
る
と
い
う
重
大
な
真
実
を
失
念
す
る
こ
と
に
よ
り
ひ
き
お
こ
さ
れ
る
多
く
の
帰
結
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

し
か
し
、
今
こ
こ
で
思
い
切
っ
て
提
案
し
て
み
せ
た
命
題
を
立
証
す
る
前
に
、
制
定
法
の
こ
れ
ら
あ
ら
ゆ
る
欠
陥
を
議
会
に
お
け
る
手

続
き
に
帰
す
る
見
解
に
も
注
意
を
は
ら
っ
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
わ
く
、
各
起
草
者
の
選
任
に
十
分
な
注
意
が
は
ら
わ
れ
て
お
ら

ず
、
最
も
高
度
な
技
術
と
努
力
の
成
果
が
で
き
の
悪
い
者
の
手
に
よ
る
も
の
と
区
別
な
く
併
記
さ
れ
る
た
め
信
用
を
落
と
し
て
い
る
と
。

（
一
〇
四
五
）
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二
〇
八

し
か
し
な
が
ら
こ
の
災
厄
の
最
大
の
淵
源
は
、
両
院
通
過
の
際
に
修
正
を
入
れ
る
慣
行
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、
元
の
草
案
に
は
行
き
渡
っ

て
い
た
用
語
と
概
念
の
統
一
性
は
完
膚
な
き
ま
で
に
破
壊
さ
れ
、
法
案
は
第
一
起
草
者
が
視
野
に
お
い
て
い
た
特
定
の
各
技
術
的
目
的
を

解
せ
ぬ
者
の
筆
に
よ
る
条
項
に
よ
り
改
竄
さ
れ
る
。
こ
の
明
ら
か
な
欠
陥
是
正
の
た
め
様
々
な
方
策
が
提
案
さ
れ
た
。
あ
る
著
名
学
者
は
、

全
提
起
法
案
草
稿
を
議
会
提
出
前
に
審
査
し
、
後
の
手
続
き
の
一
時
点
で
、
全
法
案
が
そ
の
修
正
も
含
め
、
当
該
院
に
よ
り
認
容
さ
れ
た

各
修
正
が
当
該
立
法
の
全
般
的
文
脈
に
調
和
す
る
よ
う
、
照
会
さ
れ
る
べ
き
公
的
な
法
案
起
草
者
会
議
の
創
設
を
提
案
し
た
。
い
か
な
る

技
術
的
観
点
か
ら
も
、
か
か
る
機
関
の
有
用
性
は
問
わ
れ
る
ま
で
も
な
い
が
、
現
在
の
英
国
民
の
感
情
に
決
定
的
に
違
背
す
る
た
め
、
こ

の
案
が
採
用
さ
れ
る
見
込
み
は
ま
ず
な
い
。
一
見
し
た
だ
け
で
こ
れ
は
英
国
議
会
の
自
由
に
違
反
す
る
し
、
実
際
、
こ
の
よ
う
な
機
関
は

提
案
者
が
想
像
す
る
よ
り
遥
か
に
恐
ろ
し
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
各
目
的
の
完
全
な
実
現
の
た
め
に
は
、
こ
の
委
員
会
に
、
フ
ラ

ン
ス
一
八
四
八
年
憲
法
下
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
（
ⅻ
）

に
信
任
さ
れ
た
以
上
の
あ
ら
ゆ
る
権
限
に
よ
り
武
装
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う

が
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
が
、
事
実
上
、
常
に
フ
ラ
ン
ス
立
法
府
の
活
動
に
よ
り
制
限
を
か
け
ら
れ
て
い
た
一
方
で
、
一
律
に
憲
法
上
の

自
由
の
犠
牲
の
下
そ
の
権
威
と
権
限
を
増
大
し
て
き
た
こ
と
は
、
正
直
に
白
状
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
注
意
深
く
入
念

に
作
ら
れ
た
機
構
に
よ
り
こ
れ
ら
の
あ
ら
ゆ
る
危
険
性
が
回
避
さ
れ
得
る
可
能
性
を
排
除
し
よ
う
と
は
露
思
わ
ぬ
が
、
こ
の
よ
う
な
強
い

懸
念
か
ら
、
も
し
よ
り
簡
単
な
改
革
法
が
見
つ
か
る
な
ら
と
、
こ
の
最
良
と
思
わ
れ
る
改
革
案
が
延
期
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
も
、
し
よ

う
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

事
実
と
し
て
、
制
定
法
草
案
起
草
の
困
難
性
と
法
案
修
正
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
る
混
乱
は
、
必
要
以
上
に
際
限
な
く
大
き
く
な
っ
て

い
る
し
、
も
し
英
国
の
法
実
務
家
が
立
法
と
法
の
専
門
用
語
に
し
か
る
べ
き
注
意
を
払
う
法
教
育
制
度
下
に
お
か
れ
て
い
た
な
ら
、
そ
う

（
一
〇
四
六
）
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二
〇
九

な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
以
上
に
、
際
限
な
く
ひ
ど
く
な
っ
て
い
る
。
物
事
の
性
格
上
厳
密
な
比
較
は
で
き
ぬ
も
の
の
、
こ
の
学
習
分
野
は

法
的
目
的
の
た
め
の
全
言
語
を
代
数
学
に
お
け
る
記
号
と
同
じ
状
態
に
し
、
そ
れ
に
よ
り
、
用
語
使
用
法
の
統
一
と
用
語
解
釈
に
お
け
る

言
及
の
同
一
性
を
も
た
ら
す
こ
と
を
そ
の
目
的
と
す
る
と
叙
述
で
き
る
。
む
ろ
ん
、
実
際
の
所
、
こ
の
よ
う
な
各
成
果
は
近
似
値
と
し
て

し
か
達
成
で
き
ぬ
も
の
で
は
あ
る
が
、
比
較
的
非
効
率
な
も
の
で
あ
れ
一
般
的
教
育
機
関
は
社
会
で
共
有
さ
れ
て
い
る
立
法
語
彙
の
範
囲

と
重
要
性
を
決
定
的
に
増
大
さ
せ
る
だ
ろ
う
。
現
状
、
各
制
定
法
の
草
案
起
草
者
は
そ
の
同
僚
よ
り
完
全
に
隔
離
さ
れ
て
い
る
。
各
起
草

者
は
め
い
め
い
ば
ら
ば
ら
に
作
業
す
る
。
あ
る
場
合
に
は
極
度
に
完
成
さ
れ
た
技
術
と
知
識
を
持
っ
て
、
あ
る
場
合
に
は
そ
の
ど
ち
ら
か

を
持
っ
て
、
あ
る
場
合
に
は
そ
の
ど
ち
ら
も
な
し
に
。
起
草
者
ら
は
各
自
個
別
に
自
身
の
立
法
用
語
を
制
作
し
、
国
民
と
各
法
廷
が
そ
の

解
釈
を
す
べ
き
辞
典
を
制
作
し
た
り
す
ら
す
る
。
素
人
目
に
も
明
ら
か
な
立
法
に
際
す
る
考
え
う
る
限
り
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
ス
タ
イ
ル
が

あ
る
の
は
、
制
定
法
集
の
最
近
の
各
巻
と
、
ご
く
最
近
通
過
し
た
最
重
法
の
い
く
つ
か
の
草
案
中
に
ま
さ
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で

は
、
極
度
に
技
術
的
な
用
語
の
使
用
と
、
過
度
に
通
俗
的
な
用
語
の
使
用
と
い
う
、
二
つ
の
異
な
る
モ
デ
ル
が
採
用
さ
れ
て
い
る
の
が
明

ら
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
起
草
さ
れ
る
法
案
に
対
す
る
修
正
の
影
響
は
極
め
て
悲
惨
で
あ
る
。
仮
に
修
正
に
よ
り
引
き
起
こ

さ
れ
る
混
乱
が
非
法
律
家
の
眼
に
は
た
だ
ち
に
わ
か
ら
ぬ
と
し
て
も
、
司
法
判
断
に
よ
る
精
査
に
ふ
さ
れ
れ
ば
、
ま
さ
に
そ
の
価
値
の
不

十
分
な
理
解
よ
り
、
議
会
に
よ
る
立
法
の
個
別
の
語
や
句
に
は
た
ち
ま
ち
混
乱
が
伴
う
。
修
正
に
よ
る
改
竄
は
、
単
な
る
名
人
の
傑
作
へ

の
ヘ
ボ
絵
師
の
筆
入
れ
に
よ
る
描
き
足
し
で
も
な
け
れ
ば
、
審
美
眼
に
障
る
汚
点
で
識
者
な
ら
そ
れ
を
見
抜
く
は
ず
だ
と
か
い
っ
た
た
ぐ

い
の
も
の
で
も
な
い
。
改
竄
は
、
そ
れ
自
体
よ
り
解
読
者
に
提
示
さ
れ
る
情
報
の
み
か
ら
暗
号
解
読
す
べ
き
文
書
や
碑
文
中
に
突
如
と
し

て
あ
ら
わ
れ
る
、
新
言
語
、
も
し
く
は
新
記
号
、
見
知
ら
ぬ
思
考
習
慣
と
い
っ
た
も
の
に
遥
か
に
近
い
。

（
一
〇
四
七
）
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二
一
〇

法
案
起
草
者
の
孤
立
化
が
、
英
国
の
各
裁
判
所
に
課
す
風
変
わ
り
な
解
釈
原
理
に
よ
り
、
法
案
の
修
正
よ
り
も
た
ら
さ
れ
る
被
害
は
よ

り
拡
大
さ
れ
る
。
英
国
法
は
、
全
体
と
し
て
制
定
法
解
釈
の
道
具
立
て
が
少
な
い
こ
と
で
、
他
の
法
体
系
、
特
に
ロ
ー
マ
法
と
は
区
別
さ

れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
議
会
制
定
法
の
ス
タ
イ
ル
や
配
列
の
多
様
性
が
増
し
て
い
く
に
従
い
、
既
存
準
則
の
使
い
勝
手
は
ど
ん
ど

ん
悪
く
な
っ
て
い
き
、
知
ら
ぬ
う
ち
に
各
制
定
法
を
使
用
す
る
の
が
億
劫
に
な
っ
て
い
き
、
つ
い
に
は
、
高
位
裁
判
官
、
法
曹
職
、
制
定

法
注
釈
者
の
間
で
、
特
定
の
制
定
法
の
み
考
慮
し
、
と
き
に
そ
う
表
現
す
る
よ
う
に
、「
当
該
制
定
法
の
四
隅
よ
り
飛
び
出
るtravel 

out of four corners of the A
ct

」
事
の
拒
絶
を
、
ほ
ぼ
黙
認
す
る
に
至
っ
た
。
英
国
法
を
美
醜
に
彩
る
あ
ら
ゆ
る
変
則
性
の
内
、
こ

の
変
則
性
は
外
国
法
学
者
を
驚
か
せ
る
よ
う
な
も
の
で
は
ま
っ
た
く
な
い
。
し
か
し
、
英
国
の
法
律
家
は
そ
れ
が
不
自
然
だ
と
い
う
感
覚

さ
え
ま
っ
た
く
喪
失
し
て
し
ま
っ
て
い
る
し
、
制
定
法
集
の
各
章
の
様
々
な
制
定
法
が
そ
の
主
題
以
外
、
支
離
滅
裂
に
配
列
さ
れ
て
い
る

限
り
は
、
そ
の
こ
と
は
真
実
、
不
可
避
と
思
わ
れ
る
。
不
幸
な
こ
と
に
、
こ
の
事
は
起
草
者
に
影
響
を
与
え
、
そ
の
苦
難
と
責
務
を
増
し

て
い
る
。
こ
れ
ゆ
え
に
、
法
起
草
者
は
彼
の
導
入
し
よ
う
と
す
る
法
的
改
革
の
あ
ら
ゆ
る
意
味
合
い
を
明
確
に
説
明
す
る
の
を
強
制
さ
れ

る
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
ら
を
宣
示
し
よ
う
と
す
る
立
法
用
語
法
の
ま
さ
に
各
構
成
要
素
の
開
陳
ま
で
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
は
、

だ
ら
だ
ら
と
し
た
長
口
上
を
彼
に
強
い
る
と
同
時
に
、
誤
解
の
危
険
性
に
対
す
る
彼
の
責
任
を
酷
く
増
し
、
迷
宮
の
如
き
細
部
の
複
雑
さ

へ
と
彼
を
陥
ら
せ
、
そ
の
せ
い
で
、
彼
の
草
案
は
修
正
や
変
更
に
よ
り
受
け
る
傷
を
こ
と
さ
ら
招
き
や
す
く
な
る
。
英
国
制
定
法
の
欠
陥

と
し
て
そ
の
内
容
の
膨
大
さ
が
繰
り
返
し
指
摘
さ
れ
て
き
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
一
部
に
は
、
各
準
則
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
準
則
の

各
適
用
事
例
を
扱
お
う
と
す
る
わ
れ
わ
れ
の
立
法
の
顕
著
な
傾
向
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
英
国
の
制
定
法
起
草
者
は
、

そ
れ
ら
を
制
限
す
る
か
拡
大
す
る
意
図
を
持
っ
て
、
あ
る
根
本
準
則
の
あ
ら
ゆ
る
可
能
な
帰
結
を
予
期
し
よ
う
と
は
務
め
る
が
、
根
本
準

則
そ
の
も
の
を
新
規
に
改
変
し
た
り
創
出
し
た
り
す
る
リ
ス
ク
を
追
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
の
大
き
な
要
因
は
、

（
一
〇
四
八
）
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一

既
に
示
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
技
術
的
な
立
法
用
表
現
の
共
通
蓄
積
の
欠
乏
と
、
英
国
法
の
こ
の
「
不
備lacuna

」
が
わ
れ
わ
れ
に
課
す

司
法
判
断
に
よ
る
法
解
釈judicial construction （xiii
）

の
方
法
に
存
す
る
。
実
際
、
英
国
の
全
制
定
法
は
、
法
学
の
永
久
の
宝
庫
（
xiv
）

に
期
待
さ

れ
る
よ
う
な
も
っ
と
良
い
体
系
な
ら
削
減
で
き
る
は
ず
の
膨
大
な
量
の
事
項
を
そ
の
背
中
に
負
わ
さ
れ
て
い
る
し
、
こ
う
せ
ざ
る
を
得
ぬ

こ
と
自
体
、
立
法
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
欠
陥
に
負
け
ず
劣
ら
ず
、
わ
れ
わ
れ
の
制
定
法
の
頻
繁
な
失
敗
の
原
因
で
あ
る
。

法
的
、
立
法
的
表
現
の
新
し
い
蓄
積
よ
り
わ
れ
わ
れ
の
語
彙
を
豊
か
に
す
る
と
か
、
全
法
学
の
様
々
な
根
本
的
概
念
を
つ
つ
む
曖
昧
さ

を
明
晰
化
す
る
と
か
、
ロ
ー
マ
法
の
与
え
る
例
証
的
比
較
に
よ
り
英
国
法
固
有
の
多
く
の
原
理
に
光
を
投
げ
か
け
る
と
か
、
最
後
に
は
、

ロ
ー
マ
法
の
進
化
の
歴
史
を
観
察
す
る
こ
と
に
よ
り
す
べ
て
の
法
準
則
の
体
系
が
た
ど
る
運
命
と
な
る
経
路
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
出
来

る
の
を
請
け
負
う
と
か
言
っ
た
（
実
用
的
な
）
見
込
み
の
た
め
に
ロ
ー
マ
法
に
十
分
に
引
き
付
け
ら
れ
る
多
く
の
人
々
が
い
る
。
本
論
考

の
多
く
の
所
見
は
、
こ
れ
ら
の
研
究
に
対
す
る
通
俗
的
情
熱
に
影
響
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
人
々
に
く
ら
べ
、
ま
っ
た
く
実
用
的
価
値
が
な
い

と
い
う
こ
と
で
、
そ
う
い
っ
た
人
々
を
ひ
き
つ
け
て
こ
な
か
っ
た
。
願
わ
く
は
、
将
来
の
世
代
は
、「
実
用
的
」
と
い
っ
た
言
葉
で
現
在

を
判
断
し
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
一
語
は
、
い
み
じ
く
も
指
摘
さ
れ
た
と
お
り
、
大
多
数
の
人
に
と
り
、
注
意
深

く
堅
実
な
あ
ら
ゆ
る
思
想
に
取
っ
て
代
わ
り
放
逐
す
る
代
用
語
と
化
し
て
お
り
、
あ
げ
く
の
は
て
に
、
無
用
の
反
対
語
と
し
て
有
用
を
指

示
す
る
よ
り
、
注
意
し
て
努
力
し
て
初
め
て
実
用
性
が
分
か
る
の
で
最
初
は
主
に
権
威
を
通
じ
て
信
じ
て
い
く
し
か
な
い
も
の
の
反
対
語

と
し
て
実
用
性
が
下
品
か
つ
即
時
に
目
に
見
え
る
も
の
を
終
始
指
示
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
て
、
ロ
ー
マ
法
の
各
構
成
要
素
の
習
得
よ

り
、
公
私
国
際
法
お
よ
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ほ
ぼ
全
て
の
国
、
ア
メ
リ
カ
の
大
部
分
の
市
民
法
へ
の
鍵
を
得
る
こ
と
が
出
来
る
の
は
確
か
だ

し
、
さ
ら
に
は
、
他
の
修
練
で
は
得
る
こ
と
の
で
き
ぬ
各
成
文
準
則
の
解
釈
の
手
管
を
得
る
こ
と
が
出
来
る
と
正
当
に
い
わ
れ
得
、
も
っ

（
一
〇
四
九
）
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二
一
二

と
も
隷
従
的
法
実
務
家
に
す
ら
ロ
ー
マ
法
学
習
の
有
用
性
は
完
全
に
無
縁
で
は
な
り
え
な
い
も
の
の
、
こ
の
通
俗
的
な
実
用
的
有
益
性
の

概
念
の
せ
い
で
、
ロ
ー
マ
法
学
習
の
供
す
る
援
助
は
大
部
分
は
直
ち
に
役
立
つ
も
の
で
は
な
い
と
警
告
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
ロ
ー
マ
法
の

評
判
が
か
な
り
上
が
っ
て
き
て
い
る
た
め
、
使
用
す
る
然
る
べ
き
準
備
無
し
に
、
人
々
が
、
ロ
ー
マ
法
資
料
を
利
用
す
る
よ
う
絶
え
ず
誘

惑
さ
れ
る
の
は
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
英
国
の
法
律
家
が
法
外
な
才
覚
を
有
し
て
い
る
場
合
以
外
、『
ロ
ー
マ
法
大
全
』
を
紐
解
き
、

英
国
で
一
般
的
に
通
用
す
る
ラ
テ
ン
語
学
識
の
た
す
け
を
か
り
、
ま
っ
た
く
独
力
で
自
己
の
眼
前
の
論
点
に
ふ
さ
わ
し
い
最
良
の
事
例
や

準
則
を
選
出
す
る
の
は
極
め
て
危
険
で
あ
る
。
ロ
ー
マ
法
は
厳
密
に
各
原
理
に
合
わ
せ
ら
れ
た
各
準
則
と
こ
れ
ら
の
準
則
を
例
証
す
る
各

事
例
の
体
系
で
あ
り
、
原
理
を
手
が
か
り
と
せ
ぬ
限
り
、
そ
の
実
務
家
は
、
ほ
ぼ
間
違
い
な
く
、
存
在
も
せ
ぬ
両
者
の
類
似
性
を
夢
想
し

た
り
、
逆
に
、
そ
れ
ら
が
そ
こ
に
あ
る
の
に
確
実
に
見
逃
し
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
結
局
、
何
人
も
『
法
学
提
要
』
に
習
熟
せ
ぬ
か
ぎ
り
、

『
学
説
彙
纂
』
を
読
む
べ
き
で
な
い
。
し
か
し
、
一
旦
、
ロ
ー
マ
法
の
根
本
原
理
を
完
全
に
解
す
れ
ば
、
残
り
は
お
ど
ろ
く
ほ
ど
容
易
に

習
得
で
き
る
。
そ
れ
こ
そ
、
そ
の
容
易
さ
は
、
英
国
法
の
計
り
知
れ
ぬ
難
し
さ
に
慣
れ
親
し
ん
だ
者
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
ロ
ー
マ
法
学
習

は
児
戯
に
も
等
し
く
な
る
。

こ
の
問
題
の
通
俗
的
印
象
が
な
ん
で
あ
れ
、
英
国
に
は
ロ
ー
マ
法
修
養
に
お
け
る
特
異
な
種
々
の
容
易
性
が
存
す
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、

世
界
の
い
か
な
る
他
の
国
々
に
も
劣
ら
ず
熱
意
を
も
っ
て
、
ロ
ー
マ
法
へ
の
糸
口
と
、
ロ
ー
マ
法
が
そ
の
手
ほ
ど
き
と
な
る
べ
き
各
研
究

分
野
を
既
に
探
求
し
て
き
て
い
る
。
古
典
文
学
と
英
国
法
の
間
に
は
ロ
ー
マ
法
学
の
位
置
が
し
つ
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
ス
コ
ラ
学
と
大
学

で
入
念
に
創
り
上
げ
ら
れ
た
思
考
慣
行
と
、
実
務
法
曹
職
の
準
備
の
た
め
必
要
上
創
り
上
げ
ら
れ
た
思
考
慣
行
と
の
間
の
奇
妙
な
知
的
な

溝
を
、
ロ
ー
マ
法
は
効
果
的
に
橋
渡
し
す
る
。
も
っ
と
も
、
ど
う
い
い
つ
く
ろ
お
う
と
、
こ
の
亀
裂
は
、
法
曹
界
に
と
り
、
最
も
優
秀
な

（
一
〇
五
〇
）
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様
々
な
才
覚
を
も
つ
者
は
そ
れ
を
確
か
に
克
服
で
き
る
が
そ
の
大
部
分
が
犠
牲
と
な
る
し
、
お
そ
ら
く
そ
れ
ほ
ど
劣
っ
た
知
性
で
は
な
い

者
は
絶
対
解
せ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
の
全
能
力
が
犠
牲
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
お
な
じ
く
、
英
国
の
わ
れ
わ
れ
は
、
現
代
的
思
想
の

各
段
階
と
の
接
触
に
よ
り
外
来
的
思
索
を
除
去
し
た
純
粋
古
典
ロ
ー
マ
法
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
る
極
め
て
大
き
な
利
点
が
あ
る
。
わ
れ
わ

れ
は
他
の
多
く
の
国
の
法
律
家
と
は
ち
が
い
、
ま
ず
、
近
代
最
初
の
ス
コ
ラ
学
の
博
士
た
ち
、
次
に
、
解
釈
者
た
ち
の
哲
学
理
論
、
そ
し

て
、
ロ
ー
マ
法
の
直
近
の
注
釈
者
た
ち
の
衒
学
趣
味
に
よ
り
、
真
の
ロ
ー
マ
法
学
に
接
ぎ
木
さ
れ
た
各
問
題
に
か
か
ず
ら
う
よ
う
、﹇
自

国
の
伝
統
的
な
﹈
慣
習
や
学
説
に
強
い
ら
れ
嫌
な
お
も
い
を
す
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
付
加
的
恩
恵
は
別
と
し
て
も
、
難
し

い
学
習
で
は
な
い
し
、
我
ら
の
道
の
余
計
な
も
の
は
か
た
づ
け
ら
れ
整
備
さ
れ
て
い
る
。
さ
て
、
残
る
は
ロ
ー
マ
法
の
価
値
の
証
明
の
み

と
思
わ
れ
る
が
、
さ
て
、
こ
れ
が
難
題
で
あ
る
。
し
ば
し
ば
ロ
ー
マ
法
の
比
類
な
き
卓
越
性
が
独
断
的
に
主
張
さ
れ
る
が
、
お
そ
ら
く
の

所
、
ま
さ
に
そ
の
事
よ
り
逆
に
、
ロ
ー
マ
法
は
し
ば
し
ば
軽
蔑
さ
れ
信
用
喪
失
し
た
り
も
し
て
い
る
。
し
か
し
、
解
明
と
い
わ
ぬ
ま
で
も

こ
こ
ま
で
（
細
分
ま
で
）
明
ら
か
に
で
き
る
よ
う
な
現
象
は
ロ
ー
マ
法
を
お
い
て
殆
ど
無
い
の
も
事
実
で
あ
る
。
結
局
、
所
与
の
共
同
体

の
法
学
に
お
け
る
熟
練
は
、
他
の
あ
ら
ゆ
る
研
究
分
野
同
様
、
そ
の
各
社
会
条
件
に
依
拠
し
て
お
り
、
そ
の
条
件
の
主
要
な
も
の
と
し
て
、

国
民
知
性
が
そ
の
分
野
に
献
身
さ
れ
る
比
率
と
、
そ
の
献
身
が
な
さ
れ
て
き
た
期
間
の
長
さ
が
あ
る
。
さ
て
、
直
接
・
間
接
に
こ
れ
ら
の

全
要
因
が
あ
わ
さ
り
、
十
二
表
法
か
ら
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
帝
の
改
革
に
至
る
間
の
ロ
ー
マ
法
学
に
影
響
を
与
え
つ
づ
け
て
き
た
の
で
あ

る
が
、
そ
の
こ
と
は
不
規
則
的
に
中
断
を
入
れ
つ
つ
で
は
な
く
、
着
実
に
強
く
な
っ
て
い
く
効
果
と
継
続
的
数
量
的
増
加
を
伴
い
お
こ
な

わ
れ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
未
だ
若
き
民
族
が
、
そ
の
各
法
の
学
習
に
捧
げ
る
、
最
初
期
の
知
的
訓
練
に
つ
き
思
い
を
馳
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
最
初
の
思
考
過
程
は
一
般
化
で
あ
り
、
そ
こ
で
初
め
て
、
日
常
生
活
の
様
々
な
懸
念
は
一
般
原
理
と
固
定
化
し
た
定
式
の
中
に
内

包
化
さ
れ
る
よ
う
圧
が
か
け
ら
れ
る
。
若
き
共
和
国
が
全
精
力
を
傾
け
る
そ
の
法
学
の
人
気
は
、
当
初
は
、
際
限
な
き
も
の
で
あ
っ
た
が
、

（
一
〇
五
一
）
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二
一
四

ほ
ど
な
く
止
む
こ
と
と
な
っ
た
。
法
に
よ
る
精
神
の
独
占
は
か
く
し
て
崩
壊
し
た
。
偉
大
な
る
ロ
ー
マ
法
学
が
早
朝
よ
り
惹
き
つ
け
た
群

衆
は
数
を
減
ら
し
て
い
き
、
英
国
法
曹
学
院
の
生
徒
数
は
数
千
か
ら
数
百
へ
と
数
を
減
ら
し
た
。
芸
術
、
文
学
、
科
学
、
政
治
が
国
民
の

知
力
の
中
で
の
自
己
の
分
前
を
主
張
す
る
こ
と
と
な
り
、
法
学
の
実
践
は
、
実
際
け
っ
し
て
制
限
さ
れ
も
し
な
か
っ
た
し
さ
さ
い
な
も
の

に
も
落
ち
ぶ
れ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
科
学
の
内
在
的
魅
力
に
負
け
ず
劣
ら
ず
金
銭
的
報
酬
に
惹
き
つ
け
ら
れ
た
、
法
曹
社
会
内
に
限
ら
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
共
和
制
末
期
ま
で
は
、
ロ
ー
マ
法
は
将
軍
職
の
特
別
な
才
を
除
き
あ
ら
ゆ
る
才
能
の
活
躍
の
唯
一
の
場
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
英
国
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
朝
時
代
同
様
、
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
時
代
よ
り
知
的
発
展
の
新
し
い
段
階
が
始
ま
っ
た
。
詩
と
散

文
に
お
け
る
そ
の
よ
う
な
当
時
の
ロ
ー
マ
の
精
華
を
わ
れ
わ
れ
は
み
な
知
っ
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
装
飾
文
学
の
開
花
に
加
え
、
ア
ウ

グ
ス
ト
ゥ
ス
時
代
に
は
自
然
科
学
克
服
へ
の
新
し
い
態
度
を
拒
否
し
だ
す
直
前
で
あ
っ
た
様
々
な
兆
候
が
存
す
る
こ
と
を
注
意
す
べ
き
で

あ
る
。
し
か
し
こ
の
時
代
以
降
、
ロ
ー
マ
の
精
神
史
は
、
後
の
時
代
の
学
問
の
進
展
が
た
ど
る
こ
と
に
な
っ
た
軌
跡
か
ら
ず
れ
て
い
っ
た
。

か
く
し
て
、
厳
密
な
意
味
で
の
短
い
ロ
ー
マ
文
学
の
歴
史
は
様
々
な
要
因
よ
り
そ
の
幕
を
突
如
下
ろ
す
こ
と
と
な
り
、
そ
の
よ
う
な
原
因

の
い
く
つ
か
は
た
ど
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
こ
こ
で
の
分
析
は
不
適
切
で
あ
ろ
う
。
か
く
し
て
古
代
ロ
ー
マ
の
知
性
は
無
理
や
り
古
い
道

ゆ
き
へ
と
引
き
戻
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
哲
学
や
詩
作
を
幼
稚
な
民
族
の
玩
具
と
侮
蔑
し
た
時
代
に
劣
ら
ず
、
ロ
ー
マ
法
は
才
能
あ
る
者

ら
の
唯
一
の
適
切
な
活
躍
の
場
へ
と
戻
っ
た
。
帝
政
期
に
ロ
ー
マ
法
が
生
来
の
才
能
を
引
き
寄
せ
た
外
部
的
誘
引
の
特
質
は
、
才
能
あ
る

者
の
前
に
実
際
に
開
か
れ
た
職
業
の
選
択
肢
を
考
え
て
み
れ
ば
も
っ
と
も
よ
く
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。
才
人
は
、
弁
論
術
の
教
師
に
な
る

か
、
前
線
指
揮
官
に
な
る
か
、
頌
徳
文
作
成
の
プ
ロ
と
な
る
か
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
で
、
彼
に
開
か
れ
て
い
た
活
動
的
人
生
の
道
は
法
実

務
の
み
で
あ
っ
た
。
と
は
い
え
、「
そ
の
選
択
」
を
通
じ
至
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
、
富
、
名
声
、
皇
帝
諮
問
団
、
は
て
は
、
皇
帝
位
そ

の
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
が
。

（
一
〇
五
二
）



「
ロ
ー
マ
法
と
法
学
教
育
」（
菊
池
）

二
一
五

か
か
る
ロ
ー
マ
の
文
学
作
品
生
産
の
幕
切
れ
は
、
時
に
、
ロ
ー
マ
人
の
知
性
低
下
、
そ
れ
ゆ
え
、
文
明
圏
の
知
的
活
力
の
衰
退
に
結
び

つ
け
て
語
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
仮
説
に
は
な
ん
の
根
拠
も
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
問
題
と
な
る
現
象
の
原
因
は
た
く

さ
ん
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
ど
れ
一
つ
と
し
て
、
介
入
す
る
障
害
を
別
と
し
、
芸
術
、
科
学
、
文
学
に
吸
収
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
各
種

の
才
能
の
劣
化
を
ほ
の
め
か
す
も
の
は
な
い
。
現
代
の
あ
ら
ゆ
る
学
問
と
発
明
は
解
体
さ
れ
た
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
の
断
片
に
基
づ
く
も
の
で

あ
る
が
、
対
し
、
ロ
ー
マ
哲
学
に
従
事
し
た
ロ
ー
マ
人
た
ち
は
そ
の
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
の
殿
堂
を
ま
る
ご
と
意
の
ま
ま
と
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
現
代
の
知
性
の
勝
利
は
国
民
ご
と
を
分
け
隔
て
る
障
壁
に
も
か
か
わ
ら
ず
達
成
で
き
た
が
、
対
し
、
ロ
ー
マ
帝
国
は
程
な
く
等
質
化

し
、
属
州
の
精
華
た
る
才
能
あ
る
若
者
ら
の
み
な
集
い
合
っ
た
中
心
地
、
ロ
ー
マ
は
、
世
界
中
の
入
手
可
能
な
全
才
能
の
宝
庫
と
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
て
み
る
と
、
少
な
く
と
も
現
代
の
わ
れ
わ
れ
自
身
の
も
の
に
伍
す
る
な
ん
ら
か
の
発
展
は
「
当
初
よ
り

à priori

」
予
期
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
る
に
「
そ
の
歴
史
的
帰
結resu

lts

」
に
つ
き
わ
れ
わ
れ
が
ど
う
か

ん
が
え
る
か
に
か
は
実
際
関
係
な
く
、
ア
ン
ト
ニ
ウ
ス
帝
時
代
の
「
さ
ま
ざ
ま
な
人
間
能
力
の
器
量capacities

」
が
ジ
ェ
ー
ム
ズ
一
世

時
代
の
も
の
よ
り
小
さ
か
っ
た
な
ど
と
首
肯
す
る
の
は
、
思
い
込
み
が
激
し
す
ぎ
道
理
に
あ
わ
ぬ
事
に
思
え
る
。
こ
の
事
が
事
実
な
ら
、

わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ
ら
人
間
能
力
の
器
量
が
全
て
使
い
果
た
さ
れ
た
そ
の
事
業
が
何
で
あ
っ
た
の
か
分
か
る
。
英
国
法
は
分
配
さ
れ
得
る

正
当
な
配
分
以
上
の
英
国
の
才
能
を
享
受
し
て
き
た
が
、
仮
に
も
し
、
そ
の
そ
う
そ
う
た
る
綺
羅
星
の
中
に
、
ク
ッ
ク
、
サ
マ
ー
ズ
（
xv
）

、

ハ
ー
ド
ウ
ィ
ッ
ク
（
xvi
）

、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
ら
の
み
な
ら
ず
、
ロ
ッ
ク
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
、
ベ
イ
コ
ン
の
全
才
能
（
xvii
）

、
い
や
、
ミ
ル
ト
ン
や
ド
ラ

イ
デ
ン
ま
で
を
か
ぞ
う
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
、
一
体
ど
の
よ
う
な
有
様
だ
っ
た
ろ
う
か
。
む
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
偉
人
の
正
確
な
対
応
者

を
ロ
ー
マ
法
学
の
達
人
ら
の
中
か
ら
い
ち
い
ち
み
つ
け
だ
そ
う
と
す
る
の
は
無
益
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
ウ
ル
ピ
ア
ヌ
ス
、
パ
ピ
ニ
ア
ヌ
ス
、

パ
ウ
ル
ス
の
最
も
深
い
知
性
に
ま
で
触
れ
た
者
は
、
ロ
ー
マ
法
学
者
の
著
作
中
に
、
英
国
の
偉
人
た
ち
の
リ
ス
ト
に
伍
す
る
あ
ら
ゆ
る
偉

（
一
〇
五
三
）
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二
一
六

大
な
才
覚
を
、
自
身
が
発
見
す
る
と
た
や
す
く
主
張
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
か
れ
ら
は
、
同
一
の
表
現
の
説
得
力
と
優
雅
さ
、
同
一
の
倫

理
的
見
解
の
正
当
さ
、
同
一
の
偏
見
の
無
さ
、
同
一
の
健
全
な
男
性
的
感
性
、
同
一
の
論
理
に
対
す
る
鋭
敏
性
、
同
一
の
鋭
い
観
察
力
、

同
一
の
一
般
的
事
物
に
対
す
る
優
秀
な
分
析
、
同
一
の
特
定
的
事
柄
に
対
す
る
浩
瀚
な
一
括
的
把
握
を
み
い
だ
す
。
か
か
る
見
解
が
妄
想

に
過
ぎ
ぬ
と
批
判
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
（
ロ
ー
マ
と
英
国
の
）
著
作
者
た
ち
が
横
切
っ
て
み
せ
た
各
論
拠
に
、
一
つ
一
つ
、
み

な
あ
た
っ
て
み
る
こ
と
で
し
か
立
証
し
得
ぬ
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
こ
ま
で
に
触
れ
た
推
測
に
よ
る
事
実
は
み
な
、
い
か
に
大
胆
不
敵
と

思
え
よ
う
と
も
、
彼
ら
の
見
解
を
支
持
し
て
い
る
。
五
、
六
世
紀
も
の
あ
い
だ
全
世
界
の
全
知
性
が
未
曾
有
の
麻
痺
状
態
に
襲
わ
れ
て
い

た
と
（
い
う
馬
鹿
げ
た
事
を
）
わ
れ
わ
れ
自
ら
進
ん
で
信
ず
る
の
で
も
な
い
限
り
、
ロ
ー
マ
法
学
は
（
払
う
べ
き
注
意
す
ら
も
払
え
ぬ
）
も
っ

と
も
軽
率
な
ロ
ー
マ
法
賛
美
家
が
、
敢
え
て
、
史
上
、
宣
言
し
得
た
で
あ
ろ
う
あ
ら
ゆ
る
賛
に
匹
敵
し
う
る
よ
う
な
（
帝
国
の
全
才
能
を
引

き
つ
け
た
絶
後
の
繁
栄
）
状
態
で
あ
り
、
旧
来
の
（
陳
腐
な
）
賛
辞
の
言
で
は
、（
ロ
ー
マ
法
学
が
か
く
あ
る
と
い
う
）、
こ
こ
で
（
新
し
く
）
見

い
出
さ
れ
た
真
実
を
伝
え
る
の
に
は
足
り
ぬ
と
い
う
こ
と
認
め
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

了

（
1
） 

ジ
ョ
ー
ウ
ィ
ッ
ト
氏M

r. Jow
ett

の
『
聖
パ
ウ
ロ
書
簡
集
』
第
二
巻
、
三
五
一
│
二
頁
に
完
全
か
つ
明
晰
に
議
論
さ
れ
て
い
る
。

（
※
こ
こ
で
引
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、B

enjam
in Jow

ett, T
h

e E
pistles of S

t. P
au

l to th
e T

h
essalon

ian
s, G

alatian
s, R

om
an

s: W
ith

 

C
ritical N

otes an
d

 D
issertation

s, vol. 2, 

（L
ondon: Jhon M

urrey, 1855

）
で
、
当
論
文
の
一
年
前
に
初
版
が
二
巻
組
で
出
版
さ
れ
て
い

る
。）

（
2
） A

ustin, P
rovin

ce of Ju
rispru

d
en

ce D
eterm

in
ed, A

pp. pp. 46 et seq.

（
3
） 

S
olid

airem
en

t. 

一
八
八
五
年
七
月
二
七
日
庶
民
院
議
事
録
。（
訳
者
補
注
※
仏
法
で
はsolidairem

ent

は
「
連
帯
責
任
と
し
て
各
自
個
別

（
一
〇
五
四
）



「
ロ
ー
マ
法
と
法
学
教
育
」（
菊
池
）

二
一
七

に
」
責
任
を
負
う
場
合
に
つ
か
う
副
詞
で
あ
る
が
、
原
義
よ
り
明
ら
か
な
「
全
体
と
し
てin solido

」
と
「
各
自
個
別
に
」
は
矛
盾
し
た
真
逆
の
意

味
に
な
り
得
る
か
ら
議
会
で
の
討
論
が
紛
糾
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
当
時
の
法
学
辞
典
、
仏
英
辞
書
等
の
英
訳
で
は
、「
全
体
と
し
て
」
と
意
味
を

と
っ
た
「
個
別
に
」
の
両
方
あ
る
。
ロ
ー
マ
法
に
由
来
す
る
大
陸
法
学
の
外
部
的
な
包
括
一
体
責
任
と
内
部
的
な
責
任
の
按
分
比
例
の
連
帯
責
任
法

理
を
解
し
て
な
い
と
混
乱
す
る
用
語
で
は
あ
る
。）

（
4
） 

こ
の
こ
と
は
、『
民
法
典C

ode C
ivil

』
起
草
者
が
単
に
「
成
文
法
地
域
」
の
ロ
ー
マ
法
を
採
用
し
、「
慣
習
法
地
域
」
の
慣
習
を
拒
絶
し
た
こ

と
を
意
味
し
な
い
。『
ロ
ー
マ
法
大
全
』
よ
り
一
言
一
句
引
き
写
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
一
見
思
え
る
『
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
』
の
条
文
の
多
く
は
「
仏

地
域
慣
習
法droit coutum

ier

」
に
由
来
し
、
フ
ラ
ン
ス
慣
習
法
に
は
除
々
に
ロ
ー
マ
法
の
大
部
分
の
要
素
が
浸
潤
し
て
い
た
。『
フ
ラ
ン
ス
民
法

典
』
で
、
ロ
ー
マ
法
と
は
異
な
る
慣
習
法
に
準
拠
し
た
の
は
主
に
人
的
関
係
（
※
身
分
法
）
に
関
す
る
部
分
で
あ
る
の
だ
が
、
御
想
像
通
り
、
身
分

法
に
お
い
て
は
「
成
文
法
地
域
」
に
お
い
て
さ
え
ロ
ー
マ
法
学
か
ら
の
か
な
り
の
逸
脱
が
あ
っ
た
。

（
5
） 

『
オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
法
典
』
の
編
纂
は
ヨ
ー
ゼ
フ
二
世
治
下
で
は
じ
め
ら
れ
た
が
、
一
八
一
〇
年
に
な
る
ま
で
完
成
し
な
か
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス

各
法
典
よ
り
後
に
編
纂
さ
れ
た
『
オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
法
典
』
の
部
分
は
あ
る
種
の
さ
さ
い
な
表
現
の
特
殊
性
を
除
き
ほ
ぼ
す
べ
て
の
点
で
そ
れ
ら
に

準
拠
し
て
い
る
。

（
6
） 

周
知
の
よ
う
に
リ
ビ
ン
グ
ス
ト
ン
氏
は
刑
法
典
の
単
独
起
草
者
で
あ
る
。
民
法
典
編
纂
に
当
た
り
、
氏
はM

M
.D
arbigny

とM
orolislet

と

親
交
し
た
が
、
契
約
法
を
含
む
最
も
重
要
な
各
章
は
彼
の
み
の
筆
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

（
7
） 

﹇『
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
』
に
お
け
る
﹈
判
例
利
用
の
精
確
な
程
度
は
、
ト
ロ
ロ
ン
氏
の
注
解
を
紐
解
け
ば
簡
単
に
わ
か
る
。

（
ⅰ
） 

原
語
はthe great accum

ulation of ante-Justinian com
pendia

。
時
期
的
、
内
容
的
に
グ
ス
タ
フ
・
ヘ
ー
ネ
ルG

ustav H
aenel

に
よ
り

編
纂
さ
れ
たG
ustav H

anel ed, L
ex R

om
an

a V
isigoh

oru
m
, 

（L
eipzig, 1848

）
が
こ
れ
に
あ
た
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。（
こ
の

ご
教
示
は
、
古
典
ロ
ー
マ
法
学
者
の
吉
原
達
也
教
授
よ
り
賜
っ
た
。
こ
こ
に
謝
辞
を
記
す
も
の
で
あ
る
。）
同
著
の
内
容
を
加
味
し
、「
大
編
纂
物
」

と
訳
し
た
。
ヘ
ー
ネ
ル
自
身
の
副
題
に
よ
れ
ば
、「
七
六
の
手
稿
に
依
拠
し
、
七
つ
の
古
代
の
ロ
ー
マ
法
の
抄
典epitom

e

を
収
録
し
た
が
、
内
二

つ
は
こ
れ
ま
で
未
編
集
で
あ
り
、
各
章
に
解
説
、
注
釈
、
付
録
、
前
文
を
付
し
た
。」
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
他
の
研
究
の
集
積
の
上
に
レ
ー
ネ
ル

の
作
品
は
成
立
し
て
お
り
、「accum

ulation

集
積
」
の
言
に
適
合
す
る
。

（
一
〇
五
五
）
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二
一
八

（
ⅱ
） 

ヴ
ェ
ロ
ー
ナ
に
お
け
る
ニ
ー
ブ
ー
ル
に
よ
る
ガ
イ
ウ
ス
『
法
学
提
要
』
テ
キ
ス
ト
の
発
見
は
一
八
一
六
年
、
当
論
文
の
四
〇
年
前
の
事
件
に
当

た
る
。

（
ⅲ
） 
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
側
の
ホ
ィ
ッ
グ
史
観
に
よ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
のprobabilism

, laxism

批
判
。

（
ⅳ
） 
原
語
はthe C

ritical P
hilosophy

。
イ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
カ
ン
ト
『
純
粋
理
性
批
判K

ritik der reinen V
ernunft

』（
一
七
八
一
）
に
よ
り

提
示
さ
れ
た
『
純
粋
理
性
批
判
』
で
示
さ
れ
た
批
判
主
義
の
立
場
を
さ
す
。

（
ⅴ
） perusal
は
接
頭
辞per

を
「
徹
底
的
に
」
と
解
し
「
熟
読
」
も
、「
ざ
っ
と
・
一
通
り
」
と
理
解
し
「
斜
め
読
み
・
ざ
っ
と
見
」
も
含
意
し
得
、

今
回
は
熟
読
で
訳
し
た
が
、
両
方
で
意
味
が
通
る
。「
素
人
が
し
っ
か
り
よ
ん
で
も
半
可
通
に
し
か
な
れ
ず
、
日
常
語
と
専
門
用
語
の
重
複
の
た
め

に
、
そ
の
状
態
も
自
分
で
認
識
で
き
な
い
」
と
解
し
た
。「
素
人
が
斜
め
読
み
し
て
も
半
可
通
に
し
か
な
れ
ず
、
日
常
語
と
専
門
用
語
の
重
複
の
た

め
に
、
そ
の
状
態
も
自
分
で
認
識
で
き
な
い
」
と
も
解
せ
る
。

（
ⅵ
） 

両
義
に
取
れ
るsarcasm

。

（
ⅶ
） 

一
七
六
二
年
よ
り
発
行
さ
れ
た
、
当
初
は
マ
グ
ナ
・
カ
ル
タ
よ
り
前
年
の
一
七
六
一
年
ま
で
の
制
定
法
を
集
め
た
制
定
法
集
。
編
者
ダ
ン

ビ
ー
・
ピ
カ
リ
ン
グD

anby P
ickering
の
死
後
も
彼
名
義
で
一
八
〇
七
年
ま
で
出
さ
れ
続
け
た
。

（
ⅷ
） F

ines and R
ecoveries A

ct 1833 

（3 &
 4 W

ill. IV
 c.74

）
の
事
。「
土
地
移
転
方
式property conveyance

」
と
し
て
の
上
位
封
建
所
有

者
側
のfi ne of lands

土
地
移
転
許
可
料
（fi nal concord

）（
※
上
位
封
建
領
主
が
土
地
移
転
を
許
可
す
る
代
わ
り
に
罰
金
を
徴
収
す
る
）
を
廃
止

す
る
一
方
で
、
下
位
封
建
所
有
者
側
のcom

m
on recoveries

限
嗣
設
定
排
除
馴
合
訴
訟
（
わ
ざ
と
敗
訴
し
て
限
嗣
設
定
排
除
を
排
除
し
、
単
純
封

土
権fee sim

ple

に
す
る
訴
訟
）
を
廃
止
し
た
。

（
ⅸ
） 

資
産
家
ピ
ー
タ
ー
・
テ
ル
ソ
ンP

eter T
ellusson

の
遺
言
信
託
に
基
づ
い
た
事
件T

hellusson v W
oodford 

（1799

） 4 V
es 227

に
発
す

る
永
久
拘
束
禁
止
則
に
関
す
る
論
争
に
基
づ
く
立
法
の
た
め
こ
の
通
称
が
あ
る
。
正
式
名
称
は
、
一
八
〇
〇
年
永
久
蓄
積
禁
止
法T

he 

A
ccum

ulation A
ct 1800

。
最
終
的
に
一
九
二
五
年
不
動
産
法L

aw
 of P

roperty A
ct 1925

の
一
六
四
条
一
項
に
よ
り
廃
止
さ
れ
た
。
同
法
を

め
ぐ
る
混
乱
に
つ
い
て
は
、P

. P
olden, ‘P

anic or P
rudence - T

he T
hellusson A

ct 1800 and T
rusts for A

ccum
ulation ’, N

orth
ern

 

Irelan
d

 L
aw

 Q
u

arterly, 45 

（1998

）, 13 ff  ; 

木
村
仁
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
「
二
〇
〇
九
年
永
久
拘
束
及
び
永
久
蓄
積
に
関
す
る
法
律
」
の
意

（
一
〇
五
六
）



「
ロ
ー
マ
法
と
法
学
教
育
」（
菊
池
）

二
一
九

義
と
課
題
」、『
法
と
政
治
』、62

（1

） （2011

）, 99-156, at 125-7

に
テ
ル
ソ
ン
対
ウ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
事
件
と
テ
ル
ソ
ン
法
立
法
ま
で
の
沿
革
の
概

要
記
述
。

（
ⅹ
） 
英
米
法
固
有
の
遡
及
効
に
言
及
す
る
も
の
。

（
ⅺ
） 
英
国
で
は
議
会
主
権
の
帰
結
と
し
て
、
司
法
審
査judicial review

（
違
憲
立
法
審
査
制
）
を
採
用
し
て
お
ら
ず
、
司
法
判
断
に
よ
る
制
定
法

廃
止
の
可
能
性
が
な
い
の
と
、
議
会
制
定
法
は
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
例
外
と
し
て
制
限
的
文
理
解
釈
の
み
が
ゆ
る
さ
れ
て
い
る
た
め
、
司
法
判
決
に
よ

る
議
会
制
定
法
改
変
の
可
能
性
は
少
な
い
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。
コ
モ
ン
・
ロ
ー
圏
で
も
英
国
特
有
の
ロ
ジ
ッ
ク
で
あ
る
。

（
ⅻ
） 

原
語
はthe C

ouncil of the S
tate

で
、C

onseil d'E
tat

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
訳
語
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
最
高
位
の
行
政
裁
判
、

諮
問
機
関
。
国
務
院
、
国
家
諮
問
会
、
参
事
院
と
も
訳
さ
れ
る
。
一
七
九
九
年
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
よ
り
法
律
案
、
行
政
規
則
の
起
草
、
行
政
紛
争
等

の
解
決
を
目
的
と
し
て
創
設
さ
れ
た
。
山
本
浩
三
訳
「
第
二
共
和
国
憲
法
」、『
同
志
社
法
學
』、 11

（1

） （1959

）, 46-57

と
同
解
題
を
参
照
。 

（
xiii
） 

「
司
法
判
断
に
よ
る
法
解
釈
」
と
訳
し
た
が
、
こ
の
場
合
の
「
構
築construction

」
は
「
解
釈interpretation

」
と
同
義
で
、
裁
判
所
の
制

定
法
解
釈
に
よ
る
法
創
造
機
能
を
表
す
。
英
米
法
独
自
の
含
蓄
の
あ
る
訳
し
づ
ら
い
用
語
の
一
つ
で
あ
る
。
上
述
の
メ
イ
ン
の
「
暗
黙
の
法
典
化
」

は
裁
判
官
が
判
決
で
一
団
の
判
例
群
よ
り
抽
出
さ
れ
る
準
則
を
方
式
化
、
定
義
化
し
、
そ
れ
が
事
実
上
固
定
化
傾
向
を
持
つ
こ
と
で
、
ど
ち
ら
も

Judge-m
ade law

裁
判
官
生
成
法
の
一
種
だ
が
制
定
法
解
釈
に
関
す
る
点
が
異
な
る
。
日
本
で
の
判
例
の
解
釈
に
よ
る
制
定
法
の
実
質
的
改
変
も

こ
れ
に
あ
た
り
、
法
哲
学
的
に
も
比
較
法
学
的
に
も
興
味
深
い
。

（
xiv
） 

ロ
ー
マ
法
を
意
味
。

（
xv
） 

法
律
家
で
あ
り
政
治
家
で
あ
っ
た
サ
マ
ー
ズ
男
爵
ジ
ョ
ン
・
サ
マ
ー
ズJohn S

om
ers 

（1651-1716

）
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
オ
ッ
ク
ス

フ
ォ
ー
ド
大
学
の
ト
リ
ニ
テ
ィ
・
ホ
ー
ル
を
出
た
の
ち
、
ミ
ド
ル
・
テ
ン
プ
ル
で
コ
モ
ン
・
ロ
ー
を
学
び
、
一
六
七
六
年
に
法
廷
弁
護
士
登
録
。

一
六
九
二
年
法
務
総
裁
、
一
六
九
三
年
国
璽
尚
書
、
一
六
九
七
年
大
法
官
就
任
、
サ
マ
ー
ズ
男
爵
位
を
賜
る
。
一
六
八
八
年
の
名
誉
革
命
後
か
ら
、

自
己
の
死
の
直
前
ま
で
の
四
半
世
紀
を
、
紆
余
曲
折
を
経
つ
つ
も
ホ
イ
ッ
グ
の
領
袖
と
し
て
支
配
し
た
。
ク
ッ
ク
と
似
た
経
歴
で
あ
る
が
、
コ
モ

ン
・
ロ
ー
法
律
家
と
い
う
よ
り
、
ホ
ィ
ッ
グ
史
観
に
よ
る
革
命
史
描
写
で
、
政
治
家
と
し
て
叙
述
さ
れ
る
色
合
い
が
強
い
。
こ
こ
で
、
入
っ
て
い
る

の
は
ク
ッ
ク
よ
り
の
連
想
で
あ
ろ
う
。

（
一
〇
五
七
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
四
号
（
二
〇
一
九
年
三
月
）

二
二
〇

（
xvi
） 

ハ
ー
ド
ウ
ィ
ッ
ク
卿L

ord H
ardw

icke

の
名
前
で
親
し
ま
れ
た
初
代
ハ
ー
ド
ウ
ィ
ッ
ク
伯
爵
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ヨ
ー
クP

hilip Y
orke, 1st 

E
arl of H

ardw
icke 

（1690-1764

）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
一
八
世
紀
前
半
を
代
表
す
る
法
律
家
。
一
七
五
三
年
婚
姻
法M

arriage A
ct 1753

の
立

法
や
、
信
託
法
の
改
革
で
著
名
。

（
xvii
） 
ベ
イ
コ
ン
は
法
律
家
で
も
あ
り
、
大
法
官
で
あ
っ
た
が
、
周
知
の
通
り
、
む
し
ろ
そ
の
才
能
は
専
門
法
学
以
外
の
分
野
に
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ

た
。
そ
の
才
能
が
全
て
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
注
ぎ
込
ま
れ
た
な
ら
と
い
う
意
味
。

（
一
〇
五
八
）



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


